
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域リハビリテーションケース会議 50回記念シンポジウム 

令和6年1月27日（土） 13:30～16:30 

北九州市立男女共同参画センタームーヴ ホール 
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 地域リハビリテーションケース会議 ５０回記念シンポジウム まとめ 

 

日   時 ： 令和６年１月２７日（土） １３：３０～１６：３０ 

場   所 ： 北九州市立男女共同参画センター ムーブ ホール 

テ ー マ ： 地域の包摂力アップに向けて、私たちは何ができるか？  

参 加 者 ： ９４名 

 

司会進行：九州栄養福祉大学 理学療法学科 教授 橋元 隆 氏 

 

１．基調講演及び記念シンポジウムの概要 

 地域リハビリテーションケース会議及び北九州市のリハビリテーションの変遷を振り返り、

これからの北九州市における地域リハビリテーションの在り方や課題について整理でき、それ

ぞれの立場で地域リハビリテーションとして何ができるか考える機会となった。 

 基調講演では、かすみケアグループの取り組みや川越市の地域リハビリテーション支援体制

について拝聴し、地域リハビリテーションの考え方の根幹について学ぶことができた。 

 

 

２．基調講演（添付資料参照） 

「誰もが安心して暮らし続けられる地域づくり ～期待される地域リハビリテーション活動とは？～」 

 医療法人真正会 霞ヶ関南病院理事長、日本リハビリテーション病院・施設協会会長 

              斉藤 正身 氏 

【かすみケアグループについて】 

 私の父の代から「老人にも明日がある」という設立理念のもと、埼玉県川越市で活動してい

る。父は、「医療の原点は福祉である。そして地域なくして医療は成り立たない」と考え、日

本で一番初めに民間病院としてデイホスピタルという通所リハを開設した。デイホスピタルの

開設理由を現在も重視しており、チームで取り組むことが当法人の原点である。 

【地域リハビリテーションについて】 

 地域包括ケアシステムは、社会保障制度等のフォーマルなサービスだけでは成り立たず、ボ

ランティア活動や地域プロデュース等のインフォーマルなサービスと合わさって、成り立つと

考えている。地域リハビリテーションの活動も地域包括ケアシステムと同様であり、フォーマ

ルサービスとインフォーマルサービスが組み合わさることが重要である。 

 地域リハビリテーションの推進課題として３つあげられるが、その中でポイントなるのが、

介護予防、切れ目ない体制整備、連携・協働、啓蒙・啓発活動である。回復期リハの仕事も地

域リハの一環であり、退院後の不安を解消するために、介護サービスを検討したり、家族指導

を行ったりすることも、地域リハビリテーション活動の入口である。 
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 『Ｔｕｓｅｄａｙs ｗｉｔｈ Ｍｏｒｒｉｅ』という本の中に、目的のある人生（Ｌｉｆ

ｅ ｉｓ Ｐｕｒｐｏｓｅ）はとても大事であるということが書かれている。これは、まさに

地域リハであり、たとえ障害があっても再びその人らしく生き生きとした生活が送れるように、

私達は何ができるか考える必要がある。 

【埼玉県地域リハビリテーション支援体制整備事業について】 

 平成２５年、地域包括ケアの実現に向けた地域リハビリテーション支援体制が始まった。地

域リハビリテーション広域支援センターを「地域リハビリテーションケアサポートセンター」

と名付け、協力医療機関は３００を超えている点が特徴の一つである。また、市町村の地域包

括支援センターや障害者相談支援センターからの相談を受けて、地域リハビリテーションケア

サポートセンター１０か所が動き出し、その相談依頼があった機関の一番近い協力医療機関が

支援をするシステムもポイントの一つである。 

 

 

３．講演 

 「地域リハビリテーションケース会議が果たしてきた役割 

                     ＝ ２０年間の歩みと今後の課題 ＝」 

  医療法人共和会 小倉リハビリテーション病院名誉院長     浜村 明徳 氏 

 2003年に行政が主導する形で「地域リハビリテーションケース会議」が始まり、この20年

間で多様な疾病のケースに対し、様々なテーマで勉強会を行ってきた。多いテーマとして、「そ

の人らしさの支援」、「多職種連携、地域連携」、「サービス」、「地域づくり」があげられる。ケ

ース会議の特徴の１つであるミニ講座も事例報告に合わせて実施されてきた。また、節目節目

に特別セミナーあるいは特別講演会と称して、今回の会のような講演会を実施している。 

 ケース会議の目的・役割は、①情報共有・収集の場、②施設・職種間連携の場、③生涯教育

の場である。特徴としては5つあり、①行政（地域リハビリテーション推進課）が事務局を担

当している、②リハ・ケアに関わる各職種、機関等の関係者が参加している、③様々なケース

を取り上げて、疾病と障害、その支援過程等を紹介している、④産業医科大学の先生方等にご

協力いただいて、ミニ講座を通じてケースに関してわかりやすく解説している、⑤北九州市全

体の連携を促進し、ネットワーク構築を目標としている。 

 成果としては、①リハ・ケアの基本的な考え方を理解できた、②標準的なサービスの流れや

支援のあり方を知ることができた、③地域のサービスやそこのリーダーを知ることができた、

④多職種に情報共有できた、⑤多職種の関係者が参加することによって、専門職間における共

通理解を得られた、⑥包摂社会や地域共生社会づくりが目標になることを参加者と共有できた

ことがあげられる。 

地域リハ推進課題を北九州市に置き換えると、１つ目に、各ステージ（急性期～終末期）に

おけるサービスの提供機関は整っているが、今後はサービスの質が課題となる。ケース会議で

は、そのような各ステージにおける役割機能について話し合うことがあるため、その一助とな
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るようにしていきたい。２つ目に、２５年前と比較すると北九州市の連携活動は盛んになって

いるが、生活期でのサービスの連携（横の連携）にはまだまだ課題があるため、ケース会議を

通してネットワークの構築に寄与したい。３つ目にリハビリテーションの啓発と地域づくりで

あるが、これがこれから一番大事なところであり、ケース会議はその底支えをしたい。 

 

 

４．シンポジウム 

 〇「北九州とリハビリテーション」 

 九州栄養福祉大学 理学療法学科 教授     橋元 隆 氏  

 戦後、北九州市は重工業都市として我が国の経済復興を担っていた。それに伴い、炭鉱事故

や港湾事故等による切断、脊髄損傷をはじめとした重度の労働災害が多発し、これに対応する

専門病院として、九州労災病院（日本最初の労災病院）が誕生した。それと同時に、小倉傷痍

者訓練所が併設された。九州労災病院の初代院長は内藤三郎先生であるが、治療的リハから職

業的リハを含めた総合的・施設完結型レハビリテーション施設の創設に尽力された。内藤先生

が最も力を入れたのが「専門職の人材育成」であり、昭和４１年の九州リハビリテーション大

学校の誕生に結びついてくる。また、内藤先生は、昭和３６年にカナダのトロント労災病院を

参考に総合的更生医療施設を建てられ、昭和３０年当時、このリハビリ室をもって、「リハビ

リテーションの陽は西から昇った」と言われた。 

 北九州市に九州労災病院が日本最初の労災病院として設立されることによって、運動療法と

物理療法を合わせたリハビリテーション医療の基礎が築かれ、生活再建の場となった。北九州

市では、障害児、障害者、高齢者に対する様々なモデル事業が先駆的に実施され、地域に還元

し、自分らしい生活を実現することを目指している。リハビリテーションのまほろば、原郷と

言われている北九州でそれを支えるべきが我々ではないかと考えている。 

 

 〇「北九州市の地域リハビリテーション支援体制について」 

北九州市保健福祉局地域リハビリテーション推進課長     宮永 敬市 

 北九州市の地域リハビリテーションを推進するイメージ図の特徴は、本人・家族を中心に地

域の輪の中にいれており、それを取り巻く様々な専門職や機関が重層的な支援の輪で、本人・

家族を支えているところである。専門職が直接本人・家族を支援するだけでなく、地域の中の

社会参加の場づくりや地域の方の見守り・支援が大切であり、その地域に様々な関係職種が関

わっていくことが地域リハビリテーション推進の一番の根幹である。地域リハビリテーション

の推進は、北九州市の介護保険事業計画の中に位置付けており、地域リハビリテーション推進

に向けて３つの目標を定めている。１つ目は、地域リハビリテーション支援センターを設置し、

介護従事者を対象に相談支援を行うことや、介護実習・普及センターの機能強化等、リハビリ

テーションサービスの整備と充実を図っていくことである。２つ目は、市内５つのリハビリテ

ーション連絡協議会の運営やこのケース会議の開催を通して、連携活動の強化・ネットワーク
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構築を目標としている。３つ目は、機能訓練だけでないリハビリテーションの啓発を行ってい

くことである。 

 北九州市の地域リハビリテーション支援体制としては、地域リハビリテーション支援センタ

ー（小倉リハビリテーション病院、戸畑リハビリテーション病院）が各地域の地域リハビリテ

ーション協力機関をコーディネートしながら、地域の相談対応等に従事していく体制を組んで

いる。その地域の医療機関が相談対応できる体制ができるように、この協力機関をどんどん増

やしていきたいと考えている。また、ケース会議や区のリハビリテーション連絡協議会、職能

団体が行う人材育成は、この支援体制を支えるのに重要な位置づけとしている。 

 最後に、高齢者の方が自分らしく生きる環境を整えることが、この地域リハビリテーション

の役割、使命だと考えているため、私どもと一緒になって支えていただけたら幸いである。 

 

 〇「地域の包摂力アップに向けたケアマネージャーの役割」 

日本ケアマネジメント学会副理事長     白木 裕子 氏 

 地域包括ケアシステムにおいて、高齢者の尊厳の保持、自立支援における生活、住み慣れた

地域で住み続けていく、そして自分らしい生活の実現が地域包括ケアシステムの根幹を担って

いく大きなミッションであると考えている。その地域包括ケアシステムの中で、ケアマネージ

ャーは包括的なマネジメントのもとで、サービスの提供ができる体制を確立していくとともに、

様々な職種、様々な地域の方々と連携をしていきながら、継続的に高齢者の支援をフォローア

ップしていく体制を確立していく。ケアマネージャーはケアプランを作成することが役割では

なく、ケアマネジメントを実行していくことが役割である。ケアマネジメントの本質は、どの

ような方でも、本人と一緒に考え、生きる意欲を引き出していくためのマネジメント、その方

の能力を最大限に発揮できる支援を行っていくことである。最近では、医療から介護の円滑な

移行の推進が強く求められており、医療と介護のコミュニケーションをしていくことが、私達

ケアマネージャーの役割であると考えている。北九州では、「とびうめネット@きたきゅう」と

いう取り組みを独自にしており、医療と介護の連携の一役を買っている。 

 北九州市における地域リハビリテーションのネットワークの構築はかなりできているが、退

院後のリハビリテーションとして、訪問リハを利用するまでにかなり期間を要していることが

大きな課題であると考えている。退院後、地域や家には力があると私は考えており、退院後に

医療・介護関係者が思いもよらないような状態回復が見られる方も少なくない。リハビリテー

ション専門職の方々にお願いしたいことは、退院支援の際には、ぜひ回復の限界を決めつけな

いでいただきたい。在宅の力、家の力、地域の力をぜひ信じていただいて連携をしていただき

たい。 
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５．意見交換 

〔かすみケアグループにおける地域リハビリテーション活動の一例〕 

地域の自治会長から、自動車運転ができず買い物に困っている地域の高齢者のために、デイ

ケアの送迎運転手を昼間貸してほしいと依頼があり、週２回スーパーマーケットに高齢者をお

連れする活動を始めた。利用者は料金を支払うのではなく、代わりに病院の中でのボランティ

アをしてもらうことにしている。現在はスーパーマーケットへの送迎だけでなく、パン屋やカ

フェ、コンビニなどのモバイルマーケットとして車で各地域を回る活動もしており、これらも

ある意味、地域リハの一環であり、地域と一体となって活動していくという考え方は大事であ

る。 
〔北九州市におけるボランティア活動〕 

 コロナ流行前は地域のボランティアの方と、地域住民の方が繋がっていたが、コロナ流行に

よりそれらが分断された感じがするため、もう一度復活していかないといけない。北九州市に

ボランティア活動を振興する基金があることによって、ボランティアの方々が自分達の介護の

不安が出てきた時に真っ先に相談することができたり、すごく身近になっていることは良い点

である。ボランティアの重要性は、スキルを持っているとかではなく、どれほどのマインドを

持っているかということである。 

 北九州の高齢化率は高いが、今後一つのあり方として、高齢者という一つのくくりではなく、

その状態等で考えていかないといけない。介護サービスを受けないで頑張っている方達をどう

支援していくかということが、今後の大きな課題である。 

〔斉藤氏の最後のまとめ〕 

 私達が専門職を目指す時に、目の前にいる人を助けたいという気持ちが原点にあると思うが、

社会保障制度の中で働くと自分がやりたい仕事とギャップが出てくる。その際のフラストレー

ションを解消するのが地域リハである。専門職から一歩離れて、個人として目の前の人に何が

できるかという視点で考えていくことが大事であり、また、チームで関わっていくことも地域

リハである。 

 

 

６．まとめ          

小倉リハビリテーション病院 名誉院長     浜村 明徳 氏 

地域リハは、包摂社会を目指しているが、簡単に到達できることではない。まずは、一人ひ

とりが目先にある課題に対して向き合い、やれることを少しずつ積み重ねていかざるを得ない

が、そのことが地域リハを実践するということである。皆様の長年のご理解とご協力に感謝す

るとともに、これからが本番になるので、今後も皆で力を合わせ、思いを持って頑張っていき

ましょう。 
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/1
)

か
す

み
ケ

ア
グ

ル
ー

プ

設
立

理
念

老
人

に
も

明
日

が
あ

る

昭
和

４
７

年
１

１
月

２
６

日

か
す

み
ケ

ア
グ

ル
ー

プ

「
医

療
の

原
点

は
福

祉
で

あ
る

」
「

地
域

な
く

し
て

医
療

は
成

り
立

た
な

い
」

Da
y H

os
pi

ta
l

開
設

の
理

由
・

目
的

利
用

中
の

時
期

に
よ

っ
て

、
重

視
す

る
利

用
目

的
が

変
化

す
る

こ
と

を
十

分
理

解
す

る
こ

と
！

→
 チ

ー
ム

で
取

り
組

む
こ

と
！
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Re
ha

bi
lit

at
io

n

Co
m

m
un

ity
 

Ca
re

Li
vi

ng

老
人

に
も

明
日

が
あ

る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

「
原

動
力

」
に

︕

か
す
み
ケ
ア
グ
ル
ー
プ

か
す
み
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
の
概
要

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
真

寿
園

⚫
介

護
老

人
福

祉
施

設
⚫

短
期

入
所

生
活

介
護

⚫
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
真

・
寿

⚫
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

 真
寿

園

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

よ
し

の
⚫

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

よ
し

の
⚫

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ

サ
ー

ビ
ス

よ
し

の
⚫

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
よ

し
の

⚫
川

越
市

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

よ
し

の

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

小
仙

波
⚫

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

小
仙

波
⚫

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
小

仙
波

⚫
川

越
市

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

小
仙

波

ア
ダ

ー
ズ

あ
い

な
⚫

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム

霞
ヶ

関
在

宅
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

⚫
通

所
リ

ハ
ビ

リ
 デ

イ
リ

ビ
ン

グ
⚫

訪
問

医
療

⚫
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
 ス

マ
イ

ル
⚫

定
期

巡
回

・
随

時
対

応
型

訪
問

介
護

看
護

事
業

所
コ

ー
ル

⚫
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
⚫

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
し

ん
し

あ

ケ
ア

ラ
ウ

ン
ジ

南
大

塚
⚫

通
所

介
護

 ケ
ア

ラ
ウ

ン
ジ

南
大

塚
⚫

川
越

市
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
だ

い
と

う

⚫
川

越
市

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

か
す

み

霞
ヶ

関
南

病
院

⚫
入

院
（

医
療

療
養

病
棟

、
障

害
者

施
設

等
一

般
病

棟
、

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
棟

）
⚫

外
来

⚫
通

所
リ

ハ
ビ

リ
 デ

イ
ホ

ス
ピ

タ
ル

⚫
健

康
増

進
施

設
 S

KI
Pト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー

H
au

sk
aa

⚫
（

介
護

予
防

）
福

祉
用

具
貸

与
・

特
定

（
介

護
予

防
）

福
祉

用
具

販
売

・
住

宅
改

修
事

業
所

⚫
高

齢
者

向
け

賃
貸

住
宅

運
営

か
す
み
ケ
ア
グ
ル
ー
プ医
療

法
人

・
社

会
福

祉
法

人
・

一
般

社
団

法
人

園
（

SO
N

O
）

⚫
小

規
模

多
機

能
⚫

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム

⚫
あ

い
な

ク
リ

ニ
ッ

ク
（

ヒ
フ

科
）

⚫
ス

タ
ジ

オ
A

・
B

地
域

に
お

け
る

私
た

ち
の

役
割

★
医

療
保

険
と

介
護

保
険

の
橋

渡
し

役

★
施

設
・

在
宅

サ
ー

ビ
ス

の
適

正
な

提
供

★
介

護
予

防
・

健
康

増
進

事
業

★
新

た
な

「
地

域
」

の
創

造

か
す

み
ケ

ア
グ

ル
ー

プ

社
会

福
祉

法
人

真
正

会
医

療
法

人
真

正
会

一
般

社
団

法
人

Ha
us

ka
a

か
す

み
ケ

ア
グ

ル
ー

プ
の

組
織

体
制

か
す
み
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
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市
町

村
の

ヤ
ル

気

住
民

主
体

都
道

府
県

の
前

向
き

な
戦

略

医
療

機
関

や
関

係
団

体
の

協
働

に
よ

る
支

援

か
す
み
ケ
ア
グ
ル
ー
プ

In
fo

rm
al

 s
er

vi
ce

•啓
蒙

・
教

育
活

動
•ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
•地

域
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
→

Co
m

m
un

ity
-b

as
ed

 c
ar

e

Fo
rm

al
 s

er
vi

ce

•社
会

保
障

制
度

上
の

サ
ー

ビ
ス

•医
療

保
険

、
介

護
保

険
等

•地
域

連
携

パ
ス

→
In

te
gr

at
ed

(I
nc

lu
si

ve
) 

ca
re

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

か
す
み
ケ
ア
グ
ル
ー
プ

自
助

力
の

向
上

・
維

持
リ

ハ
※ の

成
果

は
「

自
助

力
」

の
向

上
・

維
持

に
つ

な
が

る

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
の

育
成

と
サ

ポ
ー

ト
住

民
の

支
え

あ
い

活
動

を
リ

ハ
※
の

立
場

か
ら

促
す

地
域

包
括

ケ
ア

を
支

え
る

リ
ハ

※ 提
供

急
性

期
・

回
復

期
・

生
活

期
リ

ハ
※
に

よ
り

自
立

生
活

を
獲

得
・

維
持

す
る

公
の

機
関

と
積

極
的

に
協

働
公

共
的

な
リ

ハ
※
施

策
が

自
立

を
促

す
も

の
と

な
る

よ
う

に
関

わ
る

地
域

包
括

ケ
ア

を
支

え
る

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

14
．

1．
15

 ve
r.

※
 リ

ハ
 ：

 リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

略
 

自
助

互
助

共
助

公
助

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

Fo
rm

al
 

Se
rv

ice
In

fo
rm

al
 

Se
rv

ice
CB

R

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

を
経

験
し

て
、

地
域

リ
ハ

活
動

の
重

要
性

を
再

認
識

し
た

。
か
す
み
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
？

定
 

義
 

 地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
と

は
、

障
害

の
あ

る
子

供
や

成
人

・
高

齢
者

と
そ

の
家

族
が

、住
み

慣
れ

た
と

こ
ろ

で
、

一
生

安
全

に
、

そ
の

人
ら

し
く

い
き

い
き

と
し

た
生

活
が

で
き

る
よ

う
 
、

保
健

 
・

医
療

・
福

祉
・

介
護

及
び

地
域

住
民

を
含

め
生

活
に

か
か

わ
る

あ
ら

ゆ
る

人
々

や
機

関
・

 

組
織

が
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
立

場
か

ら
協

力
し

合
っ

て
行

な
う

活
動

の
す

べ
て

を
言

う
。

 

 

推
 

進
 

課
 

題
 

 1
. リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
整

備
と

充
実

 
 

①
 

介
護

予
防

、
障

害
の

発
生

・
進

行
予

防
の

推
②

 
急

性
期

・
回

復
期

・
生

活
期

リ
ハ

ビ
リ

テ
ン

の
質

の
向

上
と

切
れ

目
の

な
い

体
制

整
備

③
 

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

そ
っ

た
適

切
な

総
合

的
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
 

 

2
. 

連
携

活
動

の
強

化
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

①
 

医
療

介
護

・
施

設
間

連
携

の
強

化
 

②
 

多
職

種
協

働
体

制
の

強
化

 

③
 

発
症

か
ら

の
時

期
や

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

そ
多

領
域

を
含

む
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

 

 3
. 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

啓
発

と
 

地
域

づ
く

り
の

支
援

 
 

 ①
 

市
民

や
関

係
者

へ
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
関

す
る

啓
発

活
動

の
推

進
 

②
 

介
護

予
防

に
か

か
わ

る
諸

活
動

を
通

し
た

 

（
地

域
医

療
介

護
総

合
確

保
促

進
法

・
社

会
保

障
制

度
改

革
プ

ロ
グ

ラ
ム

法
）

地
域

の
実

情
に

応
じ

て
高

齢
者

が
、

可
能

な
限

り
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

そ
の

有
す

る
能

力
に

応
じ

自
立

し
た

生
活

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

医
療

、
介

護
、

介
護

予
防

、
住

ま
い

及
び

自
立

し
た

日
常

生
活

の
支

援
が

包
括

的
に

確
保

さ
れ

る
体

制

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
？

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
・

施
設

協
会

２
０

１
６

か
す
み
ケ
ア
グ
ル
ー
プ

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
 

定
 

義
 

 地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
と

は
、

障
害

の
あ

る
子

供
や

成
人

・
高

齢
者

と
そ

の
家

族
が

、住
み

慣
れ

た
と

こ
ろ

で
、

一
生

安
全

に
、

そ
の

人
ら

し
く

い
き

い
き

と
し

た
生

活
が

で
き

る
よ

う
 、

保
健

 ・
医

療
・

福
祉

・
介

護
及

び
地

域
住

民
を

含
め

生
活

に
か

か
わ

る
あ

ら
ゆ

る
人

々
や

機
関

・
 

組
織

が
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
立

場
か

ら
協

力
し

合
っ

て
行

な
う

活
動

の
す

べ
て

を
言

う
。

 

 

 
 

 推
 

進
 

課
 

題
 

 1.
 リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
整

備
と

 

充
実

 
 

①
 

介
護

予
防

、
障

害
の

発
生

・
進

行
予

防
の

推
進

 

②
 

急
性

期
・

回
復

期
・

生
活

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
質

の
向

上
と

切
れ

目
の

な
い

体
制

整
備

 
 

③
 

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

そ
っ

た
適

切
な

総
合

的
 

 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

 

 

2.
 

連
携

活
動

の
強

化
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
 

①
 

医
療

介
護

・
施

設
間

連
携

の
強

化
 

②
 

多
職

種
協

働
体

制
の

強
化

 

③
 

発
症

か
ら

の
時

期
や

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

そ
っ

た
多

領
域

を
含

む
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

 

 3.
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

啓
発

と
 

地
域

づ
く

り
の

支
援

  
 ①

 
市

民
や

関
係

者
へ

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
 

関
す

る
啓

発
活

動
の

推
進

 

②
 

介
護

予
防

に
か

か
わ

る
諸

活
動

を
通

し
た

 
 

 

支
え

あ
い

づ
く

り
の

強
化

 

③
 

地
域

住
民

も
含

め
た

地
域

ぐ
る

み
の

支
援

体
制

 

づ
く

り
の

推
進

 

 活  地 人 さ と こ  1    

 
 

 

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
 

 

定
義

・
推

進
課

題
・

活
動

指
針

 

 

20
16

年
版

 

 

 

 

  

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
・

施
設

協
会

 
 

 

  

5
. 

今
後

は
、

専
門

的
サ

ー
ビ

ス
の

み
で

な
く

、
認

知
症

カ
フ

ェ
活

動
・

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

へ
の

支
援

や
育

成
も

行
い

、地
域

住
民

に
よ

る
支

え
あ

い
活

動
も

含
め

た
生

活
圏

域
ご

と
の

総
合

的
な

支
援

体
制

が
で

き
る

よ
う

働
き

か
け

て
い

く
べ

き
で

あ
る

。
 

   
発

 
行

︓
1

9
9

1
 

 
改

 
定

︓
2

0
0

1
・

2
0

1
6

 

 

  

 

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
 

 

定
義

・
推

進
課

題
・

活
動

指
針

 

 

20
16

年
版

 

 
か
す
み
ケ
ア
グ
ル
ー
プ

 推
 

進
 

課
 

題
 

 1.
 リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ビ
ス

の
整

備
と

 

充
実

 
 

①
 

介
護

予
防

、
障

害
の

発
生

・
進

行
予

防
の

推
進

 

②
 

急
性

期
・

回
復

期
・

生
活

期
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
質

の
向

上
と

切
れ

目
の

な
い

体
制

整
備

 
 

③
 

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

そ
っ

た
適

切
な

総
合

的
 

 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

 

 

2.
 

連
携

活
動

の
強

化
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
 

①
 

医
療

介
護

・
施

設
間

連
携

の
強

化
 

②
 

多
職

種
協

働
体

制
の

強
化

 

③
 

発
症

か
ら

の
時

期
や

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

そ
っ

た
多

領
域

を
含

む
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

 

 3.
 

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

啓
発

と
 

地
域

づ
く

り
の

支
援

 
 

 ①
 

市
民

や
関

係
者

へ
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

 

関
す

る
啓

発
活

動
の

推
進

 

②
 

介
護

予
防

に
か

か
わ

る
諸

活
動

を
通

し
た

 
 

 

支
え

あ
い

づ
く

り
の

強
化

 

③
 

地
域

住
民

も
含

め
た

地
域

ぐ
る

み
の

支
援

体
制

 

づ
く

り
の

推
進

 

 活
 

動
 

指
 

針
 

 地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
は

、
障

害
の

あ
る

全
て

の
人

々
や

高
齢

者
に

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

適
切

に
提

供
さ

れ
、

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
社

会
を

創
生

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
こ

の
目

的
を

達
成

す
る

た
め

、
当

面
、

以
下

の
こ

と
が

活
動

の
指

針
と

な
る

。
 

 1
. 

障
害

の
発

生
は

予
防

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
り

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

関
係

機
関

や
専

門
職

は
、

介
護

予
防

に
か

か
わ

る
諸

活
動

（
地

域
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

活
動

支
援

事
業

等
）

に
積

極
的

に
 

か
か

わ
っ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

 

 
 

ま
た

、
災

害
等

に
よ

る
避

難
生

活
で

生
じ

る
生

活
 

 
 

 
 

機
能

の
低

下
に

も
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
活

用
 

 
 

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
 

（
裏

面
に

つ
づ

く
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

介
護
予
防

切
れ
目
の
な
い
体
制
整
備

連
携
・
協
働

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

啓
蒙
・
啓
発
活
動

支
え
合
い
づ
く
り

か
す
み
ケ
ア
グ
ル
ー
プ

⚫
人
生
に
必
要
な
「
3つ

の
場
所
」

⚫
居

場
所

⚫
行

き
場

所

⚫
座

る
場

所
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�
相
手
の
ア
セ
ッ
ト
（
財
産
）
を
探
す

年
を

と
っ

て
も

病
気

に
な

ら
な

け
れ

ば
い

い

病
気

に
な

っ
て

も
自

宅
で

暮
ら

せ
れ

ば
い

い

入
院

し
て

も
短

け
れ

ば
い

い

長
く

な
っ

て
も

世
話

に
な

ら
ず

に
楽

し
け

れ
ば

い
い

⚫
守

る
も

攻
め

る
も

こ
の

一
線

全
国

老
人

デ
イ

ケ
ア

連
絡

協
議

会
通

所
リ

ハ
実

態
調

査
（

Ｎ
＝

７
８

１
３

）

通
所

リ
ハ

利
用

者
の

日
常

生
活

動
作

の
状

況
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基
本

動
作

（
守

る
も

攻
め

る
も

こ
の

一
線

）

起
立

立
膝

座
位

臥
位

日 常 の 生 活

「
地

域
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

原
論

Ｖ
ｅ

ｒ
．

２
」

大
田

仁
史

著
よ

り

世
の

中
に

は
さ

ま
ざ

ま
な

統
計

が
あ

り
、

そ
の

中
に

は
ま

や
か

し
の

統
計

も
あ

る
。

し
か

し
絶

対
に

間
違

い
の

な
い

統
計

が
存

在
す

る
。

そ
れ

は
「

人
間

の
死

亡
率

は
１

０
０

％
で

あ
る

。
」

と
い

う
統

計
で

あ
る

。
サ

マ
ー

セ
ッ

ト
・

モ
ー

ム

�
人
の
幸
せ
の
か
た
ち
と
は
？

高
齢

者
ケ

ア

高
齢

者
ケ

ア
は

広
義

の
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

で
あ

る
。

た
だ

し
、

目
標

は
延

命
で

は
な

く
、

あ
く

ま
で

も
自

立
に

お
く

べ
き

で
あ

る
。

「
天

寿
を

全
う

」
「

悔
い

の
な

い
人

生
」

⇒
本

人
の

本
音

？

�
人
の
幸
せ
の
か
た
ち
と
は
？

モ
リ
ー
先
生
と
の
火
曜
日

�
目
的
の
あ
る
人
生
を
つ
く
る
力
に
な
る

Li
fe

 w
ith

 P
ur

po
se

…

T
ue

sd
ay

s w
ith

 M
or

rie
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コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
⇒

手
段

、
内

容

死
ぬ

準
備

⇒
生

き
る

こ
と

見
守

っ
て

く
れ

る
人

⇒
精

神
的

な
保

護

大
事

な
「

火
曜

日
」

⇒
目

的
意

識

T
ue

sd
ay

s w
ith

 M
or

rie

私
た

ち
は

…

た
と

え
障

害
が

あ
っ

て
も

、
再

び
そ

の
人

ら
し

く
生

き
生

き
と

し
た

生
活

が
で

き
る

よ
う

に
!!

高
齢

者
の

病
気

の
特

徴

1.
一

人
で

多
く

の
病

気
を

持
っ

て
い

る
2.

個
人

差
が

大
き

い
3.

症
状

が
非

定
型

的
で

あ
る

4.
臓

器
の

機
能

不
全

が
潜

在
的

に
あ

る
5.

慢
性

の
疾

患
が

多
い

6.
薬

に
対

す
る

反
応

が
成

人
と

異
な

る
7.

生
活

防
衛

力
が

低
下

し
て

お
り

、
治

り
に

く
い

8.
予

後
が

社
会

的
環

境
に

よ
り

大
き

く
左

右
さ

れ
る

か
す
み
ケ
ア
グ
ル
ー
プ

医
師

に
よ

る
取

り
組

み
だ

け
で

は
・

・
・

⇨
 専

門
職

に
よ

る
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ

医
療

だ
け

に
よ

る
ア

プ
ロ

ー
チ

で
は

・
・

・

⇨
 保

健
・

医
療

・
福

祉
・

介
護

の
連

携

か
す
み
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
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川
越
市
が
目
指
す
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
イ
メ
ー
ジ
）

○
病

院
・

診
療

所
約

２
０

０
箇

所
○

歯
科

診
療

所
約

１
８

０
箇

所
○

薬
局

約
１

５
０

箇
所

※
す

こ
や

か
マ

ッ
プ

よ
り

○
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

 
 

約
８

０
箇

所
○

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
約

３
３

０
箇

所
※

ハ
ー

ト
ペ

ー
ジ

よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
わ
ご
え

CC
N
か
わ
ご
え

（
川
越
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
協
議
会
）

（
事

務
局

）
一

般
社

団
法

人
川

越
市

医
師

会

（
新

）
埼

玉
県

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
支

援
体

制
整

備
事

業
再

構
築

の
き

っ
か

け
・

平
成

23
年

3月
11

日
：

東
日

本
大

震
災

発
災

・
平

成
23

年
3月

15
日

：
原

発
事

故
に

よ
り

さ
い

た
ま

ス
ー

パ
ー

ア
リ

ー
ナ

へ
避

難
・

平
成

23
年

3月
22

日
：

県
医

師
会

長
の

要
請

に
よ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

開
始

・
平

成
23

年
4月

15
日

：
震

災
対

応
廃

用
予

防
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
（

25
0名

）
・

平
成

23
年

4月
20

日
：

埼
玉

県
（

旧
騎

西
高

校
）

に
避

難
さ

れ
た

、
福

島
県

双
葉

郡
双

葉
町

に
対

し
、

県
の

医
師

会
、

理
学

療
法

士
会

、
作

業
療

法
士

会
お

よ
び

言
語

聴
覚

士
会

で
、

4団
体

合
同

リ
ハ

ビ
リ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

組
織

「
CB

R-
Sa

ita
m

a 
M

ed
.」

を
結

団
し

、
廃

用
予

防
を

目
的

と
し

た
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

開
始

。

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
職

を
派

遣
す

る
ス

キ
ー

ム
と

多
団

体
で

の
協

力
体

制
が

原
点

に

・
平

成
25

年
2月

：
県

議
会

で
質

問
「

埼
玉

県
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
体

制
を

問
う

」
↓

地
域

包
括

ケ
ア

の
実

現
に

向
け

た
地

域
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

支
援

体
制

の
相

談
が

始
ま

る
。
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埼
玉

県
に

お
け

る
地

域
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

支
援

体
制

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
・

ケ
ア

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

地
区

割
り

霞
ヶ

関
南

病
院

埼
玉

慈
恵

病
院

中
田

病
院

春
日

部
厚

生
病

院

さ
い

た
ま

市
民

医
療

セ
ン

タ
ー

川
越

比
企

さ
い

た
ま

北
部

利
根

東
部

秩
父

清
水

病
院

上
尾

中
央

総
合

病
院

県
央

圏
央

所
沢

病
院

西
部

富
家

病
院

南
西

部

戸
田

中
央

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院

南
部

2
0

2
2

0
3

2
3

埼
玉

県
地

域
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

推
進

協
議

会
資

料
（

一
部

修
正

）

地
域

リ
ハ

推
進

事
業

：
派

遣
件

数
の

推
移

市
町

村
の

ヤ
ル

気

住
民

主
体

都
道

府
県

の
前

向
き

な
戦

略

医
療

機
関

や
関

係
団

体
の

協
働

に
よ

る
支

援
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地
域
の
た
め
に

社
会
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
…
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「地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
ケ
ー
ス
会
議
」が

果
た
して
き
た
役
割

〜
20
年
間
の
歩
み
と今

後
の
課
題
〜

ケ
ー
ス
会
議
・コ
ー
デ
ィネ
ー
ター

北
九
州
市
地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
推
進
会
議
代
表

老
人
保
健
施
設
伸
寿
苑
施
設
長

小
倉
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
病
院
名
誉
院
長

日
本
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
病
院
・施
設
協
会
名
誉
会
長

浜
村
明
徳

1

地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
ケ
ー
ス
会
議
50
回
記
念
シ
ンポ
ジ
ウ
ム

令
和
6年

1月
27
日

1.
地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
ケ
ー
ス
会
議
発
足
の
経
緯

•
前
任
地
の
長
崎
で
は
市
内
や
離
島
、県

内
の
地
域
リハ
推
進
に
携
わ
り、
19
98
年
、小

倉
に
赴
任
した

•
当
時
、私

が
感
じて
い
た
北
九
州
に
お
け
る
リハ
ビ
リテ
ー
シ
ョン
の
特
徴

①
「産
業
医
科
大
学
」に
、全

国
で
も
数
少
な
い
リハ
科
を持

つ
②
「九
州
労
災
病
院
」は
、全

国
の
リハ
医
学
を
リー
ドす
る
立
場

③
小
児
の
リハ
で
は
、「
北
九
州
市
総
合
療
育
セ
ン
ター
」が
あ
り、
全
国
3大

セ
ン
ター
の
一
つ

④
リハ
専
門
職
育
成
校
とし
て
「九
州
リハ
大
学
校
」が
あ
り、
全
国
に
専
門
職
を
輩
出

⑤
区
役
所
等
「行
政
に
リハ
専
門
職
を
配
置
」、
先
駆
的
取
り組
み
の
実
践

な
ど

•
赴
任
間
も
な
く、
北
九
州
に
お
け
る
リハ
の
在
り方

を
検
討
す
る
会
（
?）
に
呼
ば
れ
た
と記

憶
•
20
03
年
、行

政
が
事
務
局
とな
り、
「地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
ケ
ー
ス
会
議
」発
足

–
行
政
が
主
導
す
る
地
域
リハ
推
進
体
制
は
全
国
で
も
極
め
て
稀
、今

日
ま
で
継
続
で
き
た
最
大
の

要
因
と考
え
る

•
そ
の
後
、2
00
6年

頃
、「
北
九
州
リハ
支
援
体
制
検
討
委
員
会
」が
開
か
れ
、継

続
され
る

※
以
上
に
関
す
る
詳
細
は
、橋

元
先
生
か
らご
紹
介
い
た
だ
く予
定

2

2.
地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
ケ
ー
ス
会
議
、2
0年

間
の
取
り組

み

疾
患
等

事
例
で
取
り上

げ
た
疾
患
内
容
等

回
数

頭
部
外
傷

頭
部
外
傷
（
肢
体
不
自
由
＋
高
次
脳
機
能
障
害
）

3

脳
卒
中

脳
梗
塞
（
視
覚
障
害
＋
片
麻
痺
＋
知
的
障
害
）

3
脳
梗
塞

2
壮
年
期
片
麻
痺

2
脳
卒
中

回
復
期
病
院
か
ら自

宅
退
院
した
ケ
ー
ス

1
高
次
脳

高
次
脳
機
能
障
害

2
頚
損

交
通
事
故
に
よ
る
中
心
性
頚
髄
損
傷

2

難
病
等

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

2
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
の
方
に
対
す
る
訪
問
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
で
の
関
わ
り

2
関
節
リウ
マ
チ
の
方
の
在
宅
支
援

1
進
行
性
重
度
障
が
い
者
の
食
支
援
に
お
け
る
チ
ー
ム
ア
プロ
ー
チ

1
進
行
性
神
経
難
病
者
とそ
の
家
族
に
伴
走
す
る
支
援
に
つ
い
て
考
え
る

1

骨
折

大
腿
骨
頸
部
骨
折

2
重
複
障
害
（
視
覚
・聴
覚
）
の
骨
折
後

2

呼
吸

慢
性
呼
吸
不
全

1
在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
の
呼
吸
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン

1
廃
用

廃
用
症
候
群

2
嚥
下
障
害

嚥
下
障
害
を
伴
う高

齢
者

1
3

①
ケ
ー
ス
とし
て
取
り上

げ
た
疾
患
等

②
取
り上

げ
た
テ
ー
マ
と内

容
等

テ
ー
マ

内
容
等

そ
の
人
らし
さ
の
支
援

高
齢
夫
婦
の
生
活
支
援
〜
そ
の
人
らし
い
生
活
を
支
え
て
い
く支
援
〜

「で
き
る
限
り自

分
らし
く」
の
想
い
に
応
え
る
支
援

＝
地
域
で
どう
支
え
る
か
＝

そ
の
人
らし
い
暮
らし
を
再
構
築
す
る
支
援

私
らし
い
「活
動
」や
「参
加
」っ
て
な
ん
だ
ろ
う

そ
の
人
らし
い
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
、今

を
どう
す
る
か
、次

に
つ
な
が
る
支
援
に
つ
い
て
考
え
る
〜
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
の
事
例
を
通
して
〜

多
職
種
連
携

地
域
連
携

医
療
か
ら介

護
、福

祉
、そ
して
地
域
へ

障
害
者
施
設
か
ら在

宅
生
活
へ

医
療
と介

護
の
連
携
が
うま
く図
れ
た
事
例

「医
療
機
関
と就

労
支
援
施
設
との
連
携
」〜
高
次
脳
機
能
障
害
の
事
例
を
通
して
〜

地
域
生
活
の
継
続
を目

指
した
多
職
種
連
携

"リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
会
議
を
通
して
多
職
種
協
働
で
IA
D
Lの
改
善
が
図
れ
た
事
例

重
度
神
経
難
病
者
の
チ
ー
ム
ケ
ア

リハ
ビリ
相
談
支
援
事
業
を
とお
して
自
立
に
向
け
た
ケ
ア
マネ
ジ
メン
トを
考
え
る
〜
多
職
種
協
働
に
よ
る
効
果
〜

サ
ー
ビス

短
時
間
通
所
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
を
活
用
して
い
る
ケ
ー
ス

通
所
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
か
らの
卒
業
を
考
え
る

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビス
の
利
用
に
よる
奏
功
事

短
期
集
中
予
防
型
（
サ
ー
ビス
C）

を
利
用
した
事
例
を通

じて
、地

域
に
つ
な
ぐ支

援
を
考
え
る

地
域
づ
くり

地
域
の
力
を
育
む
支
援
〜
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
視
点
に
基
づ
く地
域
づ
くり
支
援
〜

4
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③
ミニ
講
座
の
テ
ー
マ
等

5

ミニ
講
座
の
テ
ー
マ

疾
病
理
解
・治
療
等

•
進
行
性
神
経
難
病
疾
患
で
あ
る
AL
S患

者
の
身
体
状
況
の
変

化
に
つ
い
て

•
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
に
つ
い
て

•
AL
Sの
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン

•
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
（
CB
D
）

•
関
節
リウ
マ
チ
の
疾
患
特
性

•
脊
髄
損
傷

•
パ
ー
キ
ン
ソ
ン病

の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン

•
閉
塞
性
肺
疾
患
と拘

束
性
肺
疾
患

CO
PD
、間

質
性
肺
炎

の
病
態
生
理

•
在
宅
で
行
え
る
呼
吸
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン

•
先
天
性
障
害
者
の
高
齢
化
に
伴
う二

次
障
害
に
つ
い
て

•
脳
性
麻
痺
の
頚
椎
症
性
脊
髄
症
〜
医
学
的
観
点
よ
り〜

•
痛
み
の
治
療
に
つ
い
て

•
廃
用
症
候
群
の
見
分
け
方

•
失
語
症
者
の
社
会
復
帰
の
現
状
と課

題
•
摂
食
・嚥
下
障
害
と口

腔
ケ
ア

•
要
介
護
高
齢
者
の
口
腔
に
お
け
る
病
態
生
理
と口

腔
ケ
ア

•
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て

ミニ
講
座
の
テ
ー
マ

障
害
理
解

•
知
的
障
害
に
つ
い
て

•
視
覚
障
害
者
の
現
状

•
視
覚
障
害
を
理
解
す
る
た
め
に

•
視
覚
障
害
者
の
特
性
と生

活
ニー
ズ

•
文
字
盤
を
使
った
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
に
つ
い
て

•
AL
S患

者
か
ら伝

え
た
い
こと

•
活
動
障
害
の
原
因
と対

応
方
法
＝
調
理
活
動
の
場
合
＝

•
障
害
受
容
を
め
ぐっ
て

•
生
活
全
般
を
捉
え
る
た
め
に
＝
IC
Fの
活
用
＝

•
そ
の
人
らし
い
生
活
を
支
え
て
い
くた
め
の
家
族
理
解
の
仕
方

•
失
語
症
を
知
って
くだ
さい

•
決
定
を
支
え
る
支
援
〜
当
事
者
の
力
とピ
ア
サ
ポ
ー
ト〜

6

ミニ
講
座
の
テ
ー
マ

制
度
・サ
ー
ビス
関
係

•
支
援
費
制
度
と介

護
保
険

•
地
域
福
祉
権
利
擁
護
サ
ー
ビス
に
つ
い
て

•
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
け
る
就
労
支
援

•
住
宅
改
修
に
つ
い
て

•
訪
問
給
食
サ
ー
ビス
、緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

•
経
済
的
な
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て

•
地
域
に
お
け
る
老
健
施
設
の
役
割
、老

健
施
設
の
今
後

•
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビス
の
現
状
と課

題
•
地
域
支
援
コー
デ
ィネ
ー
ター
に
つ
い
て

•
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
る
〜
地
域
支
援
コー
デ
ィネ
ー
ター
の
活

動
を
通
じて
〜

•
その
人
らし
い
"く
らし
"を
支
え
る
通
所
リハ

•
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

•
障
害
に
応
じた
通
所
サ
ー
ビス
の
工
夫

•
平
成
24
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て
〜
通
所
リハ
の
基

準
・報
酬
に
つ
い
て
〜

•
生
活
行
為
向
上
マ
ネ
ジ
メン
トに
つ
い
て

•
在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
に
お
け
る
訪
問
看
護
の
果
た
す
役
割

•
ス
トレ
ン
グ
ス
を
活
用
した
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メン
トと
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャー
の

役
割

•
リハ
会
議
の
有
効
活
用
〜
居
宅
サ
ー
ビス
に
お
け
る
多
職
種
協

働
の
推
進
〜

•
呼
吸
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
お
け
る
管
理
栄
養
士
の
関
わ
り

•
進
行
性
重
度
障
が
い
者
を
支
え
る
地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
〜

食
支
援
を
通
じて
言
語
聴
覚
士
の
立
場
か
ら〜

ミニ
講
座
の
テ
ー
マ

社
会
資
源
等

•
AL
Sに
関
す
る
社
会
資
源
情
報

•
脳
外
傷
友
の
会
「ぷ
らむ
」に
つ
い
て

•
ピア
・カ
ウン
セ
リン
グ
って
何
︖

•
民
生
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

•
医
療
と介

護
の
連
携
に
関
す
る
調
査
報
告

行
政
関
係

•
行
政
の
役
割
に
つ
い
て

•
区
役
所
で
の
栄
養
改
善
事
業
に
つ
い
て

•
北
九
州
市
に
お
け
る
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
事
業
に
つ
い
て

•
北
九
州
市
難
病
相
談
支
援
セ
ン
ター
の
取
り組

み
に
つ
い
て

•
北
九
州
市
の
地
域
づ
くり
・ま
ち
づ
くり
の
仕
組
み
〜
ま
ち
づ
くり
を

担
う組

織
を
知
ろ
う〜

•
福
岡
県
身
体
障
害
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
セ
ン
ター
の
取
り組

み
に

つ
い
て

その
他

•
「よ
く使
わ
れ
る
リハ
用
語
」の
解
説

•
個
人
情
報
保
護
法
に
つ
い
て
＝
ケ
ア
会
議
に
お
け
る
注
意
点
＝

•
災
害
時
要
援
護
者
の
安
全
確
保
対
策

④
特
別
講
演
会
、特

別
セ
ミナ
ー
等

日
時

講
演
テ
ー
マ
等

演
者
名

特
別
講
演
会

平
成
18
年
3月

6日
阪
神
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
した
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
形
成

兵
庫
県
立
総
合
リハ
セ
ン
タ
ー

顧
問
・名
誉
院
長
澤
村
誠
志

特
別
セ
ミナ
ー

平
成
19
年
2月

24
日

地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
と介

護
予
防

熊
本
リハ
病
院
山
鹿
眞
紀
夫

氏
、石

川
県
村
井
千
賀
氏
他

特
別
講
演
会

平
成
19
年
３
月
12
日

リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
関
す
る
連
携
の
取
り組

み
〜
急
性
期
か
ら回

復
期
、維

持
期

（
在
宅
）
ま
で
〜

北
九
州
市
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン

支
援
体
制
検
討
委
員

特
別
セ
ミナ
ー

平
成
19
年
11
月
17
日

福
祉
用
具
の
活
用
・生
活
環
境
整
備
の
考
え
方

横
浜
市
中
山
福
祉
機
器
支
援

セ
ン
ター

松
葉
貴
司
氏

特
別
セ
ミナ
ー

平
成
20
年
1月

10
日

障
害
者
・高
齢
者
を
地
域
で
支
え
る
た
め
の
家
族
支
援
論

障
害
福
祉
セ
ン
ター
大
丸
幸
氏
、

小
倉
リハ
病
院

浜
村
明
徳
氏

特
別
セ
ミナ
ー

平
成
20
年
12
月
9日

医
療
と地

域
生
活
の
連
携
を
考
え
る
＝
M
SW

、ケ
アマ
ネ
ジ
ャー
か
らの
提
言
＝

九
州
労
災
病
院

M
SW

大
塚

文
氏
、他

特
別
セ
ミナ
ー

平
成
21
年
1月

28
日

訪
問
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
期
待
した
い
こと

在
宅
ナ
ー
ス
セ
ン
ター
は
ん
ず
あ

い
Ns
高
橋
貴
子
氏
、他

特
別
セ
ミナ
ー

平
成
21
年
12
月
15
日

第
２
弾

訪
問
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
うま
い
活
用
に
つ
い
て

芳
野
病
院
O
T井

上
愛
氏
、他

特
別
セ
ミナ
ー

平
成
23
年
3月

24
日

切
れ
目
の
な
い
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
（
地
域
連
携
パ
ス
の
活
用
）

障
害
福
祉
セ
ン
ター
所
長

大
丸
幸
氏
、他

10
周
年
特
別
記
念
講
演
会

平
成
25
年
10
月
29
日

地
域
包
括
ケ
ア
とは
何
か
－
これ
ま
で
の
地
域
包
括
ケ
ア
・地
域
リハ
へ
の
取
り組

み
と展

望
－

公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院
特
別

顧
問
山
口
昇
氏

特
別
セ
ミナ
ー

平
成
26
年
12
月
16
日

地
域
包
括
ケ
ア
会
議
に
向
け
て
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
果
た
す
役
割

基
調
講
演
︓
地
域
包
括
ケ
アシ
ス
テ
ム
に
お
け
る
地
域
ケ
ア会

議
の
位
置
づ
け

特
別
講
演
︓
地
域
包
括
ケ
アと
地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
担
当
課

長
清
田
啓
子
氏

小
倉
リハ
病
院
名
誉
院
長

浜
村
明
徳
氏

7

日
時

講
演
テ
ー
マ
等

演
者
名

特
別
セ
ミナ
ー

平
成
28
年
2月

16
日

そ
の
人
らし
い
暮
らし
を
支
援
す
る
地
域
活
動
〜
介
護
予
防
と社

会
参
加
に
着
目

して
〜

基
調
講
演
︓
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
とリ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン

小
倉
リハ
病
院
名
誉
院
長

浜
村
明
徳
氏
、他

特
別
セ
ミナ
ー

平
成
28
年
12
月
6日

そ
の
人
らし
い
暮
らし
を
支
援
す
る
〜
認
知
症
支
援
に
着
目
して
〜

認
知
症
支
援
・介
護
予
防
セ
ン

ター
猪
原
弘
行
氏
、他

特
別
セ
ミナ
ー

平
成
29
年
12
月
14
日

地
域
包
括
ケ
ア
の
時
代
の
地
域
づ
くり
活
動
〜
わ
れ
わ
れ
に
で
きる
こと
〜

基
調
講
演
︓
地
域
包
括
ケ
アシ
ス
テ
ム
に
お
け
る
地
域
リハ
の
役
割

医
療
法
人
真
正
会

理
事
長

斉
藤
正
身
氏
、他

特
別
セ
ミナ
ー

平
成
31
年
1月

16
日

若
年
中
途
障
害
者
の
20
年
を
振
り返

って
〜
医
療
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
か
ら地

域
生
活
へ
〜

講
演
︓
若
年
中
途
障
害
者
へ
の
社
会
復
帰
支
援
その
後
―
継
続

した
総
合
的
チ
ー
ム
ア
プロ
ー
チ
ー

安
川
エ
ン
ジ
リア
ニ
ン
グ
株
式
会

社
和
田
潤
弥
氏
、他

特
別
セ
ミナ
ー

令
和
元
年
8月
27
日

障
害
が
あ
って
も
安
全
・安
心
に
ス
ポ
ー
ツに
取
り組

む
こと
が
で
き
る
環
境
づ
くり

講
演
︓
障
害
が
あ
って
も
安
全
・安
心
に
ス
ポ
ー
ツに
取
り組

む
こと
が
で
きる
環
境

づ
くり

北
九
州
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツセ

ン
ター
ア
レ
ア
ス
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員

田
中
八
恵
氏
、他

50
回
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

令
和
6年

1月
27
日

誰
も
が
安
心
して
暮
らし
続
け
られ
る
地
域
づ
くり

期
待
さ
れ
る
地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
とは
?

日
本
リハ
病
院
・施
設
協
会
会

長
斉
藤
正
身
氏

8

内
容

取
り上

げ
た
疾
患
等

頭
部
外
傷
、脳

卒
中
、高

次
脳
、頚

損
、難

病
等
、骨

折
、呼

吸
、廃

用
、嚥

下
障
害

等
取
り上

げ
た
テ
ー
マ
等

そ
の
人
ら
しさ
の
支
援
、多

職
種
連
携
、地

域
連
携
、サ
ー
ビ
ス
、地

域
づ
くり

等
ミニ
講
座
の
テ
ー
マ
等

疾
病
理
解
・治
療
、障

害
理
解
、制

度
・サ
ー
ビ
ス
関
係
、社

会
資
源
等
、行

政
関
係

等

【2
0年
間
の
研
修
・情
報
提
供
内
容
の
ま
とめ
】
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3.
地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
ケ
ー
ス
会
議
の
目
的
・役
割
と特

徴
【ケ
ー
ス
会
議
の
目
的
・役
割
】︓
①
情
報
共
有
・収
集
の
場
、②

施
設
・職
種
間
連
携
の
場

③
生
涯
教
育
の
場

【ケ
ー
ス
会
議
、5
つ
の
特
徴
】

1.
行
政
（
地
域
リハ
推
進
課
）
が
事
務
局
を
担
当
、継

続
に
努
め
て
き
た
こと

•
現
場
の
協
力
で
ケ
ー
ス
を
紹
介
、ミ
ニ
講
座
等
で
事
例
の
テ
ー
マ
や
関
連
す
る
事
項
の
講
義
な
ど準

備
に
時
間
を
か
け
て
行
って
き
た

2.
リハ
・ケ
ア
に
関
わ
る
各
職
種
、機

関
等
、関

係
者
の
参
加
が
あ
る
こと

•
参
加
者
は
職
種
横
断
で
、2
0年
間
継
続
して
開
催
で
き
た

•
参
加
者
は
代
わ
る
が
、続

け
られ
た
こと
で
目
的
が
徐
々
に
達
成
され
て
き
た
と思
わ
れ
る

3.
様
々
な
ケ
ー
ス
を
取
り上

げ
、疾

病
と障

害
、そ
の
支
援
過
程
な
どを
紹
介
で
き
た
こと

•
ケ
ー
ス
を
通
して
、多

様
な
疾
患
や
障
害
等
に
関
し理

解
しや
す
い
よ
う情

報
提
供
して
き
た

4.
ミニ
講
座
等
を
通
して
、ケ
ー
ス
に
関
す
る
要
点
等
を
分
か
りや
す
く解
説
で
き
た
こと

•
ミニ
講
座
等
で
は
、産

業
医
科
大
学
リハ
科
を
は
じめ
テ
ー
マ
に
造
詣
の
深
い
関
係
者
の
協
力
が
得

られ
て
き
た

5.
市
全
体
の
連
携
を
促
進
し、
ネ
ット
ワ
ー
クの
構
築
を
目
標
の
一
つ
とし
て
き
た
こと

•
市
内
の
サ
ー
ビス
拠
点
の
紹
介
な
どを
通
して
、連

携
網
の
構
築
に
つ
な
が
る
よ
う目

指
して
き
た

9

4.
地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
ケ
ー
ス
会
議
の
成
果

1.
リハ
・ケ
ア
の
基
本
的
な
考
え
方
を
理
解
で
き
た

•
ケ
ー
ス
や
ミニ
講
座
等
を
通
して
、リ
ハ
・ケ
ア
の
基
本
を
学
び
、そ
れ
を
多
職
種
が
共
有
で
き
た

2.
標
準
的
な
サ
ー
ビス
の
流
れ
、支

援
の
あ
り方

を
知
る
こと
が
で
き
た

•
困
難
ケ
ー
ス
で
も
サ
ー
ビス
の
標
準
的
な
治
療
・リ
ハ
・援
助
の
流
れ
が
理
解
で
き
た

3.
地
域
に
どの
よ
うな
サ
ー
ビス
が
あ
り、
誰
が
い
る
か
が
分
か
った

•
地
域
に
あ
る
諸
サ
ー
ビス
の
情
報
を
獲
得
で
き
、そ
の
後
の
対
応
に
生
か
せ
て
い
る

4.
さま
ざ
ま
な
情
報
の
共
有
が
で
き
た

•
多
職
種
で
の
情
報
共
有
は
、地

域
の
支
援
チ
ー
ム
づ
くり
の
一
助
とな
った

5.
医
療
と介

護
、福

祉
な
ど専

門
職
間
に
お
け
る
共
通
理
解
の
獲
得
に
役
立
った

•
介
護
保
険
施
行
直
後
か
らの
取
り組

み
で
あ
り、
多
くの
関
係
者
が
共
通
の
理
解
を
得
る
こと
に

貢
献
して
き
た

6.
障
害
の
あ
る
人
々
を
地
域
全
体
で
支
え
る
価
値
の
共
有
に
貢
献
した

•
機
関
・拠
点
中
心
の
支
援
か
ら、
市
民
を
含
む
地
域
全
体
で
支
え
る
こと
の
意
義
、ひ
い
て
は
地

域
リハ
の
包
摂
社
会
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
地
域
共
生
社
会
づ
くり
を
目
標
とす
る
方
向

性
の
理
解
に
つ
な
が
った

10

地
域
リハ
ケ
ー
ス
会
議
が
当
市
の
地
域
リハ
シ
ス
テ
ム
構
築
を
支
え
る

11

地
域
リハ
・ケ
ー
ス
会
議

【地
域
リハ
ケ
ー
ス
会
議
、参
加
者
の
力
】

•
リハ
・ケ
ア
の
基
本
的
な
考
え
方
を
理
解
し、
サ
ー
ビス
の
流
れ
や
対
応
の
あ
り方

を
知
って
い
る

•
様
々
な
情
報
の
共
有
し、
医
療
と介

護
、福

祉
な
ど専

門
職
間
で
共
通
の
理
解
が
あ
る

•
地
域
に
どの
よ
うな
サ
ー
ビス
が
あ
り、
誰
が
い
る
か
が
分
か
り、
地
域
連
携
に
取
り組

ん
で
い
る

•
障
害
の
あ
る
人
々
を
地
域
全
体
で
支
え
る
価
値
を
共
有
して
い
る

5.
今
更
で
は
あ
る
が
、そ
も
そも
「地
域
リハ
とは
・・
・」

12

「地
域
リハ
は
在
宅
リハ
と同

じで
は
な
い
」

『明
日
の
在
宅
医
療
』
第
５
巻
「在
宅
医
療
・訪
問
看
護
と地
域
連
携
」、
20
07
、４

章
地
域
リハ
ビリ
テー
シ
ョン
と在
宅
医
療
より

日
本
リハ
病
院
・施
設
協
会
:2
01
6年
版
地
域
リハ
の
定
義
,推
進
課
題
,活
動
指
針
に
つ
い
て
.日
本
リハ
病
院
・施
設
協
会
協
会
誌
15
9,
20
17

 
関
係
領
域
との
整
合
性
が
求
め
られ
る
、地

域
リハ
と在

宅
リハ
の
関
係

地
域
医
療

地
域
リハ

地
域
福
祉

在
宅
医
療

在
宅
リハ

在
宅
福
祉

地
域
全
体
の
医
療
・リ
ハ
・福
祉
の

あ
り様

の
こと

在
宅
で
暮
らす
人
々
へ
の
医
療
・リ
ハ
・

福
祉
サ
ー
ビス
の
こと

地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
とは
、障

害
の
あ
る
子
供
や
成
人
・高
齢
者
とそ
の
家
族
が
、住
み
慣
れ
た

とこ
ろ
で
、一

生
安
全
に
、そ
の
人
ら
し
くい
き
い
き
とし
た
生
活
が
で
き
る
よ
う、
保
健
・医
療
・福

祉
・介
護
及
び
地
域
住
民
を
含
め
生
活
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
や
機
関
・組
織
が
リハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョン
の
立
場
か
ら協

力
し合

って
行
な
う活

動
の
す
べ
て
を
言
う。

【地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
定
義
】

※
「在
宅
リハ
とは
、障

害
が
あ
り在

宅
で
暮
らす

人
々
に
対
し
、リ
ハ
の
立
場
か
ら行

わ
れ
る

通
所
リハ
や
訪
問
リハ
な
どの
サ
ー
ビス
を
指
す
」（
浜
村
）
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1.
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
サ
ー
ビス
の
整
備
と充

実
①

介
護
予
防
、障

害
の
発
生
・進
行
予
防
の
推
進

②
急
性
期
・回
復
期
・生
活
期
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
質
の
向
上
と切

れ
目
の
な
い
体
制
整
備

③
ライ
フス
テ
ー
ジ
に
そ
った
適
切
な
総
合
的
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
サ
ー
ビス
の
提
供

2.
連
携
活
動
の
強
化
とネ
ット
ワ
ー
ク
の
構
築

①
医
療
介
護
・施
設
間
連
携
の
強
化

②
多
職
種
協
働
体
制
の
強
化

③
発
症
か
らの
時
期
や
ライ
フス
テ
ー
ジ
に
そっ
た
多
領
域
を
含
む
ネ
ット
ワ
ー
クの
構
築

3.
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
の
啓
発
と地

域
づ
くり
の
支
援

①
市
民
や
関
係
者
へ
の
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
に
関
す
る啓

発
活
動
の
推
進

②
介
護
予
防
に
か
か
わ
る
諸
活
動
を
通
した
支
え
あ
い
づ
くり
の
強
化

③
地
域
住
民
も
含
め
た
地
域
ぐる
み
の
支
援
体
制
づ
くり
の
推
進

13

日
本
リハ
病
院
・施
設
協
会
:2
01
6年
版
地
域
リハ
の
定
義
,推
進
課
題
,活
動
指
針
に
つ
い
て
.日
本
リハ
病
院
・施
設
協
会
協
会
誌
15
9,
20
17

①
「サ
ー
ビス
の
在
り方

、切
れ
目
の
な
い
体
制
整
備
」が
大
前
提

※
急
性
期
・回
復
期
・生
活
期
に
お
け
る
リハ
の
質
の
向
上
、そ
の
人
らし
さへ
の
支
援
と切

れ
目
の
な
い

体
制
、小

児
等
で
は
総
合
的
リハ
サ
ー
ビス
等
の
在
り方

な
ど、
在
宅
リハ
は
ここ
に
含
ま
れ
る

②
推
進
に
は
、「
連
携
活
動
の
強
化
とネ
ット
ワ
ー
ク
の
構
築
」が
極
め
て
重
要

③
「リ
ハ
の
啓
発
と地

域
づ
くり
の
支
援
」（
地
域
の
包
摂
性
を
高
め
る
活
動
）
が
不
可
欠

※
地
域
づ
くり
は
地
域
リハ
の
一
つ
の
活
動

「地
域
リハ
は
地
域
づ
くり
活
動
だ
け
で
も
な
い
」

【地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
推
進
課
題
】

6.
これ
か
ら、
当
市
の
地
域
リハ
推
進
課
題
とケ
ー
ス
会
議
の
役
割

1.
リハ
ビ
リテ
ー
シ
ョン
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
と充

実
【現
状
】︓
当
市
に
お
け
る
リハ
サ
ー
ビス
の
提
供
機
関
は
急
性
期
・回
復
期
・生
活
期
とも
整
って
い
る

【課
題
】︓
これ
か
らの
課
題
は
、そ
の
サ
ー
ビス
の
質
に
な
る
の
で
は
な
い
か

【ケ
ー
ス
会
議
の
役
割
】︓
急
性
期
リハ
の
充
実
、回

復
期
と生

活
期
リハ
の
あ
り様

に
は
課
題
が
あ
る

と思
わ
れ
、ケ
ー
ス
会
議
が
そ
の
一
助
とな
る
よ
う継

続
した
い

2.
連
携
活
動
の
強
化
とネ
ット
ワ
ー
ク
の
構
築

【現
状
】︓
当
市
の
連
携
活
動
は
盛
ん
、ネ
ット
ワ
ー
クも
以
前
に
比
べ
充
実
、整

い
つ
つ
あ
る

【課
題
】︓
後
述
す
る
生
活
期
の
サ
ー
ビス
提
供
機
関
・事
業
所
等
間
の
連
携
に
課
題
が
あ
る
と思

わ
れ
る

【ケ
ー
ス
会
議
の
役
割
】︓
今
後
も
ケ
ー
ス
会
議
を
通
して
、ネ
ット
ワ
ー
クの
構
築
に
寄
与
した
い

3.
リハ
ビ
リテ
ー
シ
ョン
の
啓
発
と地

域
づ
くり
の
支
援

【現
状
】︓
「リ
ハ
=
訓
練
」で
は
な
い
、啓

発
活
動
は
今
後
とも
必
要
と思

わ
れ
る

【課
題
】︓
リハ
資
源
の
多
さを
生
か
して
、地
域
づ
くり
活
動
の
拡
大
と充

実
が
期
待
され
る

【ケ
ー
ス
会
議
の
役
割
】︓
地
域
リハ
支
援
セ
ン
ター
と協

力
機
関
が
中
心
とな
り、
市
民
を
含
め
た

地
域
づ
くり
活
動
の
発
展
が
期
待
され
、ケ
ー
ス
会
議
は
そ
の
底
支
え
を
した
い

14

7.
我
々
が
目
指
す
べ
き
先
は
・・
・今
後
の
課
題

15

「地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
姿
」で
は
、「
・・
・自
分
ら
しい
暮
ら
しを
人
生
の
最
後
ま
で

続
け
る
こと
が
で
き
る
よ
う・
・・
」

「地
域
リハ
の
定
義
」は
、「
・・
・そ
の
人
ら
しく
い
き
い
き
とし
た
生
活
が
で
き
る
よ
う・
・・
」

 
「そ
の
人
ら
しさ
の
支
援
」は
、ケ
ア
とリ
ハ
の
一
丁
目
一
番
地

【地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
姿
】

○
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
とな
る
20
25
年
を
目
途
に
、重

度
な
要
介
護
状
態
とな
って
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こと
が
で
き
る
よ
う、
住
ま

い
・医
療
・介
護
・予
防
・生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
され
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
実
現

リハ
、ケ
ア
の
あ
り様

を
問
い
な
が
ら進

み
た
い

①
住
み
慣
れ
た
地
域
で
『自
分
らし
く生
き
活
き
くら
す
』た
め
に

16

“自
分
らし
く、
どう
生
き
る
か
”は
、そ
の
人
が
決
め
る
しか
な
い
が
・・
・

•
自
立
して
暮
らす

社
会
との
交
流
や

つ
な
が
りが
あ
る
こと

健
康
で
あ
る
こと

安
全
な
環
境
で

暮
らす
こと

持
って
い
る
能
力
が

生
か
さ
れ
て
い
る
こと

安
心
して
生
活

で
き
る
こと

自
分
の
こと
は
自
分
で

決
め
られ
る
こと •

社
会
参
加
、居

場
所
や
出
番

等
•
地
域
か
ら見

守
ら
れ
て
い
る
と感

じる
（
安
心
）

•
自
分
ら
しさ
の
実
感
に
つ
な
が
る

•
満
足
感
が
持
て
る•
疾
病
予
防
、治

療
•
生
活
機
能
改
善
と維

持
、重

度
化
予
防

•
住
宅
改
修
、福

祉
用
具

•
バ
リア
フリ
ー
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

“障
害
を
抱
え
て
も
、あ
りの
ま
ま
の
自
分
、納

得
す
る
生
活
を
お
くる
た
め
の
支
援
要
件
”
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②
地
域
包
括
ケ
ア
・地
域
リハ
に
お
け
る
連
携
課
題

医
療
・リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
提
供
体
制

住
ま

い

20
25
年
の地

域
包
括
ケア
シ
ステ
ム
の
姿

■
在

宅
系

サ
ー

ビ
ス

︓
・

訪
問

介
護

・
訪

問
看

護
・

通
所

介
護

・
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

・
短

期
入

所
生

活
介

護
・

24
時

間
対

応
の

訪
問

サ
ー

ビ
ス

・
複

合
型

サ
ー

ビ
ス

（
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

＋
訪

問
看

護
）

等

・
自

宅
・

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
等

■
施

設
・

居
住

系
サ

ー
ビ

ス
・

介
護

老
人

福
祉

施
設

・
介

護
老

人
保

健
施

設
・

認
知

症
共

同
生

活
介

護
・

特
定

施
設

入
所

者
生

活
介

護
等

日
常

の
医

療
︓

・
か

か
り

つ
け

医
・

地
域

の
連

携
病

院

老
人

ク
ラ

ブ
・

自
治

会
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
NP

O
等

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
・

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー

通
院

・
入

院
通

所
・

入
所

病
気

に
な

っ
た

ら
･･

･
医

療
介

護
が

必
要

に
な

っ
た

ら
･･

･
介

護

■
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス

い
つ

ま
で

も
元

気
に

暮
ら

す
た

め
に

･･
･

生
活

支
援

・
介

護
予

防

全
対
象
者

70
〜
80
%

家
庭
復
帰

回
復
期

③
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
・事
業
所
等
間
の
連
携

•
急

性
期

病
院

•
亜

急
性

期
・

回
復

期
リ

ハ
ビ

リ
病

院

①
医
療
提
供
機
関
間
の
連
携
（
連
携
パ
ス
等
）

②
医
療
機
関
と介

護
保
険
施
設
・事
業
所
等
の
連
携

（
医
療
と介

護
の
連
携
）

急
性
期

参
照
︓
厚
生
労
働
省
.「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」.
ht
tp
s:
//
w
w
w
.m
hl
w
.g
o.
jp
/s
tf/
se
is
ak
un
its
ui
te
/b
un
ya
/h
uk
us
hi
_k
ai
go
/k
ai
go
_k
ou
re
is
ha
/c
hi
ik
i-

ho
uk
at
su
/,
(2
02
0-
07
-1
4)

17

多
職
種
協
働
・連
携
、チ
ー
ム
医
療
・ケ
ア
と地

域
連
携
の
課
題

終
末
期
（
チ
ー
ム
ケ
ア
）

生
活
期
（
多
職
種
協
働
、チ
ー
ム
医
療
・ケ
ア
）

回
復
期
（
多
職
種
協
働
、チ
ー
ム
医
療
）

急
性
期
（
多
職
種
協
働
、チ
ー
ム
医
療
）

予
防
の
時
期
（
チ
ー
ム
ケ
ア
）

流 れ の 中 で 連 携
地
域
の
ケ
ア
拠
点
とし
て
連
携

•
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は
、全

て
の
ス
テ
ー
ジ
、チ
ー
ム
で
動
くこ
と、
地
域

全
体
の

「縦
横
の
地
域
連
携
」が
重
要
と考

え
る

•
とく
に
、生

活
期
に
お
け
る
横
の
連
携
・チ
ー
ム
づ
くり
が
課
題
（
サ
ー
ビス
の
質
の
向
上
、効

率
性

に
つ
な
が
る
）
に
な
る
と思

わ
れ
る

各
ス
テ
ー
ジ
で
多
職
種
協
働
・連
携
、

チ
ー
ム
医
療
・ケ
ア
が
課
題

地
域
に
お
け
る
ケ
ア
拠
点
とし
て

地
域
連
携
が
重
要

18

③
北
九
州
市
の
地
域
リハ
体
制
と地

域
づ
くり
の
推
進

19

・自
宅

・サ
ー
ビス
付
き高
齢
者
向
け
住
宅

・グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

本
人
・家
族

（
住
ま
い
）

■
ケア
マネ
ジ
ャー

■
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所

■
地
域
包
括
支
援
セン
ター

■
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チー
ム

■
在
宅
サー
ビス
事
業
所

■
介
護
保
険
施
設

■
障
害
者
施
設

介
護

介
護
予
防
活
動

高
齢
者
サロ
ン

2.
連
携
活
動
の
強
化
・

ネ
ット
ワ
ー
ク
の
構
築

社
会
参
加
の
場
づ
くり

地
域
の
見
守
り・
支
え
あ
い

認
知
症
カフ
ェ

■
社
会
福
祉
協
議
会

■
地
縁
団
体

ボ
ラン
ティ
ア

■
専
門
職
団
体

認
知
症
サポ
ー
ター

民
生
委
員
・福
祉
協
力
員

3.
リハ
ビ
リテ
ー
シ
ョン
の
啓
発
・

地
域
づ
くり
の
支
援

〔本
人
・家
族
を中

心
とし
た
重
層
的
な
支
援
の
輪
〕

○
地
域
の
中
で
の
見
守
り・
支
え
あ
い
の
つ
な
が
りや
社
会
参
加
、居
場
所
（
市
民
の
輪
）

○
地
域
へ
の
働
き
か
け
が
で
き
る
専
門
職
人
材
の
育
成
や
関
係
者
間
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
（
専
門
職
の
輪
）

■
地
域
リハ
支
援
拠
点

就
労

■
企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

■
障
害
者
就
労
支
援
施
設

■
小
規
模
共
同
作
業
所

友
人
・知
人

地
域
支
援
コー
デ
ィネ
ー
ター

■
在
宅
医
療
・介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー

■
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

医
療 日
常
の
医
療
︓

・か
か
りつ
け
医
、有
床
診
療
所

・地
域
の
連
携
病
院

・歯
科
医
療
、薬
局

病
院
︓

急
性
期
、回
復
期
、慢
性
期

地
域
（
市
民
・専
門
職
）
の
力
の
増
強

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る

地
域
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
推
進
イ
メ
ー
ジ

1.
リハ
ビ
リテ
ー
シ
ョン
サ
ー
ビ
ス
の

整
備
と充

実

R3
年
度

「地
域
リハ
支
援
セ
ン
ター
」
2か
所
設
置

 
ま
とめ
に
代
え
て

•
包
摂
社
会
や
地
域
共
生
社
会
を
目
指
す
とし
て
も
、そ
の
活
動
は
多
岐
に
及
び
、雲

を
つ
か

む
よ
うで
成
果
を
確
か
め
る
こと
が
難
しい
。

•
し
か
し、
鷲
田
は
言
う、
『私
た
ち
一
人
ひ
とり
が
、で
き
る
だ
け
長
く、
答
え
が
出
な
い
、出

せ
な
い
状
態
の
な
か
に
い
つ
づ
け
られ
る
肺
活
量
を
も
つ
こと
…
』と
。（

「濃
霧
の
中
の
方
向
感
覚
｣）

•
超
高
齢
社
会
、経

済
の
低
成
長
、分

断
と孤

立
化
な
ど、
社
会
は
難
題
を
抱
え
、包

摂
社

会
づ
くり
は
SD
G
s持

続
可
能
な
開
発
目
標
とも
絡
み
喫
緊
の
課
題
と考

え
られ
る
。

•
地
域
リハ
は
、自

分
らし
く生
き
る
こと
や
孤
立
化
防
止
な
どそ
の
一
端
を
担
う活

動
とな
る
。

ご
清
聴
、誠
に
あ
りが
とう
ご
ざ
い
ま
した

20

浜
村
の
解
釈

肺
活
量
︓
活
動
し続

け
る
力
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北
九

州
と

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

＝
こ

の
地

は
近

代
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

発
祥

地
＝

学
校

法
人

東
筑

紫
学

園
九

州
栄

養
福

祉
大

学
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
部

教
授

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
発

祥
地

記
念

館
・

九
州

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
大

学
校

記
念

館
館

長
橋

元
隆

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
ケ

ー
ス

会
議

5
0

回
記

念
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

北
九

州
工

業
地

帯
（

現
在

は
北

九
州

工
業

地
域

）
は

、
1

9
0

1
（

明
治

3
4

）
年

1
1

月
1

8
日

、
八

幡
村

（
現

北
九

州
市

八
幡

東
区

）
に

官
営

八
幡

製
鉄

所
が

設
立

さ
れ

た
こ

と
に

始
ま

る
。

戦
前

か
ら

、
筑

豊
炭

田
（

飯
塚

・
田

川
）

・
山

口
宇

部
炭

田
で

産
出

さ
れ

る
石

炭
と

中
国

か
ら

鉄
鉱

石
な

ど
の

原
料

輸
入

に
適

し
た

港
湾

を
背

景
に

、
わ

が
国

の
中

核
都

市

（
軍

事
主

要
都

市
）

で
あ

っ
た

。

☆
明

治
3

3
年

1
0

月
八

幡
製

鉄
病

院
開

院
☆

明
治

4
1

年
に

八
幡

市
尾

倉
皿

倉
山

に
病

院
を

移
転

☆
昭

和
2

0
年

8
月

6
日

広
島

に
原

爆
投

下
☆

昭
和

2
0

年
8

月
８

日
八

幡
大

空
襲

八
幡

製
鉄

病
院

も
被

災
、

大
き

な
被

害
を

受
け

る
☆

昭
和

2
0

年
8

月
９

日
長

崎
に

原
爆

投
下

☆
昭

和
2

0
年

1
1

月
新

日
鉄

八
幡

製
鉄

病
院

が
折

尾
診

療
所

と
現

小
倉

南
区

葛
原

、
足

立
山

の
麓

村
田

牧
場

地
に

曽
根

診
療

所
を

新
設

昭
和

2
0

年
8

月
8

日
八

幡
大

空
襲

こ
れ

に
伴

っ
た

炭
鉱

事
故

や
港

湾
事

故
な

ど
に

よ
る

、
切

断
・

脊
髄

損
傷

を
は

じ
め

と
し

た
重

度
の

労
働

災
害

が
多

発
。

そ
れ

に
対

応
す

る
専

門
病

院
の

必
要

性

戦
後

、
北

九
州

は
重

工
業

都
市

と
し

て
わ

が
国

の
経

済
復

興
を

担
っ

て
い

た
。

小
倉

傷
痍

者
訓

練
所

理
学

療
法

棟
食

堂
・

売
店病

棟

義
肢

工
場

本
館

昭
和

2
7

年
九

州
労

災
病

院
全

景

☆
昭

和
2

3
年

9
月

：
新

日
鉄

八
幡

製
鉄

病
院

曽
根

診
療

所
を

労
働

省
九

州
労

災
病

院
に

譲
渡

（
G

H
Q

：
G

e
n

e
ra

l 
H

e
a
d

q
u

a
rt

e
rs

連
合

国
軍

最
高

司
令

官
総

司
令

部
）

の
介

入
？

☆
昭

和
2

4
年

４
月

九
州

労
災

病
院

開
院

（
日

本
最

初
の

労
災

病
院

誕
生

）
同

時
に

小
倉

傷
痍

者
訓

練
所

が
併

設
さ

れ
て

い
た

☆
加

え
て

、
産

業
災

害
に

対
応

す
べ

き
医

学
教

育
（

整
形

外
科

・
神

経
内

科
）

が
九

州
大

学
、

久
留

米
大

学
、

福
岡

大
学

、
の

ち
に

産
業

医
科

大
学

な
ど

に
お

い
て

実
践

さ
れ

た
こ

と
は

見
逃

せ
ま

せ
ん

（
昭

和
・

平
成

に
か

け
て

、
北

九
州

市
に

は
国

立
病

院
を

は
じ

め
、

5
つ

の
市

立
病

院
厚

生
年

金
病

院
、

大
企

業
の

関
連

病
院

が
多

数
あ

り
す

べ
て

の
施

設
が

リ
ハ

を
実

施
）

内
藤

三
郎

先
生

九
州

労
災

病
院

初
代

院
長

に
就

か
れ

た
内

藤
三

郎
先

生
曰

く
（

昭
和

2
4

年
4

月
～

昭
和

4
0

年
3

月
）

「
病

院
は

け
が

や
病

気
を

治
す

だ
け

で
な

く
、

元
の

よ
う

に
生

活
が

で
き

る
よ

う
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」

カ
ナ

ダ
・

ト
ロ

ン
ト

に
あ

る
最

古
の

シ
ス

テ
ム

を
取

り
入

れ
昭

和
3

6
年

当
時

の
労

働
省

の
指

名
に

よ
り

、
九

州
労

災
病

院
に

治
療

的
リ

ハ
か

ら
職

業
的

リ
ハ

を
含

め
た

総
合

的
・

施
設

完
結

型
レ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

施
設

を
創

設
☆

個
々

の
患

者
に

つ
い

て
ま

た
全

体
に

共
通

す
る

方
策

に
つ

い
て

、
相

互
に

情
報

並
び

に
見

解
を

交
換

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

患
者

に
対

す
る

所
謂

協
同

接
近

“
T

e
a
m

A
p

p
ro

a
c
h

”
が

保
た

れ
る

・
情

報
の

共
有

（
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
必

要
性

）

☆
理

療
師

は
自

分
の

理
学

療
法

だ
け

で
更

生
の

目
的

を
達

す
る

と
は

誰
も

考
え

て
い

な
い

自
分

の
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

と
の

連
絡

協
議

の
必

要
性

や
、

他
の

治
療

部
の

治
療

活
動

が
彼

の
治

療
成

績
に

大
き

な
影

響
を

与
え

る
事

実
を

無
視

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

・
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ

・
専

門
職

の
人

材
育

成
☆

P
T

・
O

T
・

M
S

W
・

義
肢

装
具

士
な

ど
リ

ハ
専

門
職

の
養

成
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神
経

内
科

医
九

州
労

災
病

院
初

代
理

学
診

療
科

部
長

（
昭

和
2

4
年

～
昭

和
4

0
年

）
九

州
大

学
温

泉
研

究
所

か
ら

赴
任

労
災

病
院

の
第

１
号

辞
令

交
付

上
田

敏
先

生
に

し
て

、
日

本
の

ラ
ス

ク
と

言
わ

し
め

た
．

マ
ッ

サ
ー

ジ
か

ら
運

動
療

法
主

体
へ

の
理

学
療

法
を

推
進

、
さ

ら
に

日
本

型
Ａ

Ｄ
Ｌ

指
導

の
必

要
性

を
強

調
（

和
魂

洋
才

）
．

理
学

療
法

士
・

作
業

療
法

士
国

家
資

格
制

度
設

立
に

尽
力

さ
れ

た
昭

和
4

0
年

福
岡

市
に

長
尾

病
院

を
開

業
．

服
部

一
郎

先
生

高
松

鶴
吉

先
生

整
形

外
科

医
（

元
高

校
教

師
）

初
代

足
立

学
園

園
長

（
昭

和
４

０
年

開
設

：
昭

和
５

３
年

北
九

州
市

立
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
平

成
７

年
ま

で
所

長
）

発
達

障
害

・
障

害
児

療
育

先
駆

者
社

会
福

祉
法

人
「

あ
ゆ

み
の

会
」

理
事

長
北

九
州

市
の

厚
生

福
祉

に
多

大
な

貢
献

総
合

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

（
ア

シ
ス

ト
）

１
F
北

九
州

市
立

介
護

実
習

・
普

及
セ

ン
タ

ー
（

福
祉

用
具

プ
ラ

ザ
北

九
州

）
設

置
発

案
者

「
も

う
一

つ
の

カ
ル

テ
」

「
療

育
と

は
な

に
か

」
「

障
害

児
の

た
め

の
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
」

な
ど

著
書

多
数

日
本

肢
体

不
自

由
児

高
木

賞
受

賞

天
児

民
和

先
生

九
州

大
学

整
形

外
科

教
室

第
３

代
教

授
昭

和
4

4
年

4
月

～
昭

和
5

5
年

9
月

九
州

労
災

病
院

院
長

日
本

最
初

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
教

科
書

「
リ

ハ
ビ

リ
テ

イ
シ

ョ
ン

ー
医

学
的

更
生

指
導

と
理

学
的

療
法

ー
」

を
中

村
裕

先
生

と
執

筆
（

昭
和

3
5

年
）

理
学

療
法

士
・

作
業

療
法

士
資

格
制

度
誕

生
に

尽
力

。

日
本

整
形

外
科

医
学

会
・

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

学
会

の
重

鎮

昭
和

3
6

年
に

カ
ナ

ダ
の

ト
ロ

ン
ト

に
あ

っ
た

労
災

病
院

を
参

考
に

建
て

ら
れ

た
総

合
的

更
生

的
医

療
施

設
（

レ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
）

訓
練

室
と

呼
ば

れ
運

動
療

法
を

主
体

と
し

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

内
に

は
個

別
治

療
室

、
電

気
・

水
治

療
法

室
、

作
業

療
法

部
門

、
義

肢
装

具
製

作
室

、
臨

床
心

理
室

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

室
が

あ
り

、
昭

和
4

1
年

に
は

2
5

ｍ
４

コ
ー

ス
屋

外
プ

ー
ル

、
同

4
2

年
に

は
言

語
療

法
室

が
設

置
さ

れ
た

（
延

べ
約

3
,5

0
0

㎡
）

「
東

洋
一

の
施

設
」

こ
ん

な
背

景
か

ら
昭

和
3

0
年

代
「

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

陽
は

西
か

ら
昇

っ
た

」
と

言
わ

れ
た

。
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〇
昭

和
2

4
年

「
九

州
労

災
病

院
」

開
設

全
国

最
初

の
労

災
病

院
〇

昭
和

4
0

年
「

足
立

学
園

」
現

北
九

州
市

立
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
開

設
（

全
国

3
大

セ
ン

タ
ー

の
一

つ
）

〇
昭

和
4

0
年

「
社

会
福

祉
法

人
北

九
州

市
社

会
福

祉
協

議
会

」
発

足
〇

昭
和

4
1

年
「

九
州

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
大

学
校

」
開

校
〇

昭
和

5
3

年
「

産
業

医
科

大
学

」
開

学
リ

ハ
医

学
講

座
開

設
〇

昭
和

6
2

年
「

老
人

保
健

施
設

伸
寿

苑
」

開
設

わ
が

国
老

健
施

設
の

モ
デ

ル
施

設
〇

平
成

4
年

小
倉

医
師

会
に

「
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」

が
開

設
〇

平
成

1
1

年
「

総
合

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

（
ア

シ
ス

ト
2

1
）

」
開

設
〇

平
成

1
4

年
若

松
区

医
師

会
に

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

併
設

〇
平

成
1

8
年

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
開

設
（

市
内

2
4

か
所

）

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
施

設
変

遷
〇

昭
和

4
8

年
市

行
政

に
理

学
療

法
士

・
作

業
療

法
士

採
用

（
更

生
相

談
所

）
〇

昭
和

4
8

年
9

月
全

国
に

先
駆

け
「

身
体

障
害

者
福

祉
モ

デ
ル

都
市

」
を

宣
言

．
京

都
市

と
並

び
全

国
初

〇
平

成
2

年
「

総
合

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
懇

談
会

」
開

催
「

総
合

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
」

構
想

が
提

案
さ

れ
る

〇
平

成
6

年
「

保
健

局
」

と
「

民
生

局
」

」
を

統
合

し
、

「
保

健
福

祉
局

」
が

発
足

〇
「

年
長

者
相

談
コ

ー
ナ

ー
」

の
設

置
：

八
幡

東
区

・
若

松
区

役
所

〇
各

区
に

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

を
開

設
〇

平
成

7
年

「
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

」
設

置
計

画
発

足
〇

平
成

1
1

年
「

総
合

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

（
ア

シ
ス

ト
2

1
）

」
開

設
〇

平
成

2
8

年
4

月
保

健
福

祉
局

に
「

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
課

」
誕

生
。

そ
れ

ま
で

は
障

害
福

祉
セ

ン
タ

ー
所

属
現

在
（

P
T

1
1

名
、

O
T

9
名

、
S

T
2

名
）

本
庁

と
各

区
に

配
属

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
北

九
州

市
行

政
の

変
遷

〇
昭

和
5

4
年

「
九

州
地

区
理

学
療

法
研

修
会

」
を

立
ち

上
げ

（
の

ち
の

九
州

理
学

療
法

士
・

作
業

療
法

士
合

同
学

会
の

始
ま

り
）

〇
平

成
6

年
公

衆
衛

生
協

会
委

託
地

域
保

健
福

祉
講

習
会

開
催

平
成

1
0

年
ま

で
4

年
間

開
催

〇
平

成
1

0
年

理
学

療
法

士
・

作
業

療
法

士
の

た
め

の
介

護
支

援
専

門
員

受
験

講
習

会
開

催
（

全
国

2
カ

所
）

〇
平

成
1

2
年

介
護

保
険

制
度

ス
タ

ー
ト

〇
平

成
2

3
年

3
月

「
第

2
回

日
本

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
会

in
北

九
州

」
を

開
催

〇
平

成
2

8
年

６
月

「
日

本
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

会
第

1
5

回
研

究
大

会
in

北
九

州
」

を
開

催
〇

平
成

3
0

年
「

第
2

3
回

全
国

地
域

作
業

療
法

研
究

大
会

」
を

開
催

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
関

連
職

種
の

ト
ピ

ッ
ク

〇
平

成
1

4
年

2
月

保
健

福
祉

局
地

域
医

療
課

所
轄

の
「

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
実

務
者

会
議

」
の

中
で

モ
デ

ル
事

業
と

し
て

ス
タ

ー
ト

委
員

長
：

小
倉

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
：

浜
村

明
徳

先
生

〇
平

成
1

5
年

1
0

月
「

第
1

回
地

域
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

ケ
ー

ス
会

議
」

開
催

〇
平

成
1

7
年

「
地

域
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

実
務

者
会

議
」

は
改

称
さ

れ
、

「
北

九
州

市
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

支
援

体
制

検
討

会
」

と
な

る
〇

平
成

1
8

年
「

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
ケ

ー
ス

会
議

」
は

単
独

事
業

と
し

て
継

続
〇

現
在

は
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
課

事
業

の
一

環
と

し
て

開
催

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
ケ

ー
ス

会
議

の
変

遷
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年
度

開
催

日
事

例
等

ミ
ニ

講
座

等

H
1

5

(1
､
0

1
9

)

第
1

回
平

成
1

5
年

1
0

月
2

0
日

（
2

7
8

名
）

頭
部

外
傷

（
肢

体
不

自
由

＋
高

次
脳

機
能

障
害

）
① 小

倉
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

M
S

W
朝

倉
悟

朗
氏

他

○
脳

外
傷

友
の

会
「

ぷ
ら

む
」

に
つ

い
て

会
長

小
南

雅
稔

氏
○

支
援

費
制

度
と

介
護

保
険

八
幡

東
区

役
所

半
田

昭
子

氏
○

ピ
ア

・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

っ
て

何
？

N
P

O
法

人
北

九
州

自
立

生
活

セ
ン

タ
ー

林
芳

江
氏

第
２

回
平

成
1

5
年

1
1

月
2

7
日

（
2

5
9

名
）

脳
梗

塞
（

視
覚

障
害

＋
片

麻
痺

＋
知

的
障

害
）

①
新

日
鐵

八
幡

記
念

病
院

M
S

W
内

田
雄

治
氏

他
年

長
者

の
里

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

C
W

松
岡

節
子

氏

○
住

宅
改

修
に

つ
い

て
小

倉
南

区
役

所
福

島
豊

氏
○

視
覚

障
害

者
の

現
状

障
害

福
祉

セ
ン

タ
ー

松
高

紀
夫

氏

第
３

回
平

成
1

6
年

1
月

1
9

日
（

2
4

1
名

）

頭
部

外
傷

（
肢

体
不

自
由

＋
高

次
脳

機
能

障
害

）
② 小

倉
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

病
院

M
S

W
朝

倉
悟

朗
氏

他
障

害
者

地
域

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

C
N

林
芳

江
氏

区
役

所
保

健
福

祉
課

P
T

諸
冨

真
理

氏

○
行

政
の

役
割

に
つ

い
て

保
健

福
祉

局
計

画
課

鳥
井

陽
一

氏

第
４

回
平

成
1

6
年

2
月

2
3

日
（

2
4

1
名

）

脳
梗

塞
（

視
覚

障
害

＋
片

麻
痺

＋
知

的
障

害
）

②
新

日
鐵

八
幡

記
念

病
院

M
S

W
内

田
雄

治
氏

他
年

長
者

の
里

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

C
W

松
岡

節
子

氏
介

護
老

人
保

健
施

設
正

寿
苑

デ
イ

ケ
ア

セ
ン

タ
ー

O
T

高
野

聡
氏

障
害

福
祉

セ
ン

タ
ー

歩
行

訓
練

士
（

O
M

）
松

高
紀

夫
氏

区
役

所
保

健
福

祉
課

P
T

半
田

昭
子

氏

○
知

的
障

害
に

つ
い

て
障

害
福

祉
セ

ン
タ

ー
安

部
聡

子
氏

○
障

害
受

容
を

め
ぐ

っ
て

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

三
井

敏
子

氏
○

視
覚

障
害

を
理

解
す

る
た

め
に

福
岡

県
立

福
岡

盲
学

校
吉

松
政

春
氏

○
視

覚
障

害
者

の
特

性
と

生
活

ニ
ー

ズ
障

害
福

祉
セ

ン
タ

ー
松

高
紀

夫
氏

門
司

小
倉

北
小

倉
南

若
松

八
幡

東
八

幡
西

戸
畑

合
計

（
前

年
度

比
）

医
療

機
関

数
1

0
1

8
1

4
6

7
2

4
4

8
3

 （
＋

9
）

リ
ハ

専
門

職
数

P
T

1
2

3
3

3
3

1
7

9
8

3
1

4
7

2
7

0
1

0
9

1
,2

4
4

（
＋

1
2

3
）

O
T

6
2

1
7

4
9

0
1

9
7

6
1

0
3

4
9

5
7

3
（

＋
1

5
）

S
T

1
8

5
7

2
6

7
2

1
3

0
2

0
1

7
9

  
（

＋
6
）

合
計

2
0

3
5

6
4

2
9

5
1

0
9

2
4

4
4

0
3

1
7

8
1

,9
9

6
（

＋
1

4
4

）

北
九

州
市

に
お

け
る

リ
ハ

関
係

医
療

機
関

と
専

門
職

数

2
0

2
3

年
1

0
月

2
3

日
北

九
州

市
地

域
リ

ハ
推

進
課

朱
字

は
減

少

1
2

3

3
3

3

1
7

9

8
3

1
4

7

2
7

0

1
0

9

6
2

1
7

4

9
0

1
9

7
6

1
0

3

4
9

1
8

5
7

2
6

7

2
1

3
0

2
0

0

1
0

0

2
0

0

3
0

0

4
0

0

5
0

0

6
0

0

門
司

区
小

倉
北

区
小

倉
南

区
若

松
区

八
幡

東
区

八
幡

西
区

戸
畑

区
P

T
O

T
S

T

2
0

3

5
6

4

4
0

3

2
9

5

1
0

9

2
4

4

1
7

8

P
T

：
1

,2
4

4
人

O
T

：
5

7
3

人
S

T
：

1
7

9
人

計
：

1
,9

9
6

人

北
九

州
市

の
医

療
施

設
に

勤
務

す
る

リ
ハ

専
門

職
数

7
4

6

1
,1

7
3

8
8

2

6
6

1

3
1

3

1
,4

9
8

3
5

1
2

6
9

4
6

0
5

3
5

3
1

1
2

9
0

7
1

0

1
9

5

0

2
0

0

4
0

0

6
0

0

8
0

0

1
0

0
0

1
2

0
0

1
4

0
0

1
6

0
0

門
司

区
小

倉
北

区
小

倉
南

区
若

松
区

八
幡

東
区

八
幡

西
区

戸
畑

区

特
別

養
護

老
人

施
設

老
人

保
健

施
設

２
１

３
•1 1

•４
•１
７

•６
•６

•１ ４
•１
０

•４
•４

•６
•２

•８ 下
段

数
字

は
施

設
数

特
養

：
8

3
施

設
5

,6
2

4
人

老
健

：
3

3
施

設
2

,7
7

0
人

北
九

州
市

の
特

別
養

護
老

人
施

設
定

員
数

と
老

人
保

健
施

設
定

員
数
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•1 1
•1 ７

•１ ４
•１ ０

•４
•２ １

•６
•２ ４

•７
•５

•４
•３

•８
•２

下
段

数
字

は
施

設
数

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

：
8

3
施

設
8

8
2

人
、

デ
イ

ケ
ア

：
3

1
施

設
1

,0
8

9
人

北
九

州
市

の
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
定

員
数

と
デ

イ
ケ

ア
定

員
数

古
く

は
傷

つ
い

た
足

を
霊

泉
で

癒
し

、
山

で
足

腰
を

鍛
え

、
都

に
戻

り
平

安
京

遷
都

に
貢

献
、

ま
さ

に
復

活
を

成
し

遂
げ

た
和

気
清

麻
呂

伝
説

の
地

。
さ

ら
に

戦
後

、
日

本
経

済
復

興
の

基
盤

都
市

と
な

っ
た

北
九

州
、

そ
し

て
昭

和
2

4
年

こ
の

地
に

日
本

最
初

の
労

災
病

院
が

設
立

さ
れ

、
運

動
療

法
と

物
理

療
法

を
合

わ
せ

た
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

医
療

の
基

礎
が

築
か

れ
生

活
再

建
の

場
と

な
っ

た
。

障
害

児
・

者
、

高
齢

者
に

対
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

モ
デ

ル
事

業
が

先
駆

的
に

実
施

さ
れ

、
地

域
に

還
元

し
、

自
分

ら
し

い
生

活
を

実
現

す
る

。
そ

し
て

、
そ

れ
を

支
援

す
る

あ
ら

ゆ
る

人
財

を
育

む
。

北
九

州
市

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

ま
ほ

ろ
ば

：
原

郷
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。
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２
０
２
４
年

１
月

２
７
日

北
九

州
市

保
健

福
祉

局
地

域
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推

進
課

課
長

宮
永

敬
市

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
ス
会
議
５
０
回
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

北
九
州
市
の
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

支
援
体
制
に
つ
い
て

2

・自
宅

・サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

・グ
ル
ー
プ
ホ
ー
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等
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族
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ま
い
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ケ
ア
マ
ネ
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ャ
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■
障
害
者
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援
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域
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括
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援
セ
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タ
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事
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介
護
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設
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障
害
者
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設
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護
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護
予
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動
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サ
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シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
の

整
備

と
充

実

2
.
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築

社
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の
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支
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認
知
症
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１
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２
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．
）
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育
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育
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）
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■
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会
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会
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縁
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ョ
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・
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〕

○
地
域
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守
り
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支
え
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つ
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所
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）

○
地
域
へ
の
働
き
か
け
が
で
き
る
専
門

職
人
材
の
育
成
や
関
係
者
間
の
ネ
ッ
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ー
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門
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ハ
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回
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性
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域
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民
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職
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力
の
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村
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リ
ハ
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仮
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仮
称
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せ
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寿
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ラ
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１
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
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サ
ー
ビ
ス
の
整
備
と
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実

２
連
携
活
動
の
強
化
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ネ
ッ
ト
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構
築

３
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
啓
発
・
地
域
づ
く
り
の
支
援

4

連
携

会
議

《
所
管
課
》

保
健
福
祉
局

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
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進
課

地
域
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ハ
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関
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職
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地

域
リ
ハ
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シ
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方
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［
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関
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職
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体
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地

域
福
祉
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団
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］

高
齢

者
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害
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施
設

医
療

機
関

介
護
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ス
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ス
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等

○
リ
ハ
専
門
職
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力

○
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域
リ
ハ
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シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
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催
会
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席
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場
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援

地
域

ケ
ア
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別
会
議
へ
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画
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域
包

括
支
援

セ
ン
タ
ー
主
催

)

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
所

等
の
従
事
者
へ
の
助
言
等

リ
ハ

関
係

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
へ

の
参
画

研
修
会

等
へ
の

運
営
協

力

東
部

：
小

倉
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
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部
：
戸

畑
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
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院
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○
リ
ハ
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関
す
る
相
談
支
援

○
リ
ハ
関
係
者
の
人
材
育
成
・
活
用

○
リ
ハ
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

○
地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
の
取
組
み
の
充
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○
地
域
リ
ハ
に
関
す
る
情
報
の
集
約
・
発
信

○
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
力
機
関
へ
の
支
援

R
3
年
4
月
設
置
、
市
内
２
カ
所

○
会
員
の
人
材
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成

○
リ
ハ
支
援
技
術
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〇
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ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

○
事

例
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通
じ
た
多
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種

連
携

や
支
援
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法
等
を

学
ぶ

研
修
会

人 材 育 成
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地域リハビリテーションケース会議 50 回記念シンポジウム 

参加者アンケート集計結果 

日 時：令和 6 年 1 月 27 日（土）13:30～16:30 

場 所：北九州市立男女共同参画センター ムーヴ ホール 

参加者：94 名 

回答者：58 名（回収率：61.7％） 

 

◆ アンケート結果（回答者：58 名） 

問１ 所属機関                        ※複数回答可 

所属機関 人数(人) 割合 

病院・診療所 16 26.7% 

入所サービス事業所 11 18.3% 

居宅介護支援事業所 9 15.0% 

通所サービス事業所 8 13.3% 

訪問サービス事業所 7 11.7% 

行政 4 6.7% 

その他 5 8.3% 

計 60  

 

問２ 職種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 経験年数                          (未記入１人) 

経験年数 人数(人) 割合 

１～４年 6   10.5% 

５～９年 3 5.3% 

１０年以上 48 84.2% 

計 57  

職  種 人数(人) 割合 

理学療法士     18 31.0% 

ケアマネジャー 11 19.0% 

作業療法士 9 15.5% 

看護師 5 8.6% 

MSW,相談員等 4 6.9% 

医師,歯科医師 4 6.9% 

介護福祉士 2 3.4% 

言語聴覚士     1 1.7% 

その他 4 6.9% 

計 58  
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問４ 参加回数               （未記入：４名） 

参加回数 人数（人） 割合 

はじめて 21 38.9% 

２～３回 5 9.3% 

それ以上 28 51.9% 

計 54  

 

 

問５ 参加した目的               （複数回答可） 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 今回のシンポジウムは、今後の業務に活かせると思いますか？ (未記入：２名) 

参考度 人数(人) 割合 

活かせると思う 49 87.5% 

普通 7 12.5% 

活かせると思わない 0 0% 

計 56  

【上記の内容に対する回答理由（自由記載）】 

〈全体を通して〉 

・ 地域リハの活動や意義が理解できた。 

・ 今までと違う考え方を持てた。 

・ 住み慣れた我が家での生活を叶えてあげるのが地域リハビリだと思い、自分に出来ること

を考える機会となった。 

・ 先生方や多くの方と意見や情報を交換することができた。 

・ 地域リハの再認識、課題の確認、今後、自分を含めて勤務先でどうしていかねばならない

のか考えていきたい。 

・ マインドを持って働きたいと改めて感じた。 

・ 地域（市民センター）への活動に事業所として参加したいと考えており、北九州市の医療・

介護・福祉体制の全体像が分かった。事業所だけでは話が進みにくいため、地域リハ支

援センターのお力添えしていただければよいのかなと理解した。 

・ 自分の施設だけでなく地域に根ざしたサービスを取り組んでいきたいと思う。 

参加目的 人数(人) 割合 

講演を聞いてみたかったから 50 37.0% 

地域の取組みを学びたいから 28 20.7% 

自分の仕事に活かせると思ったから 26 19.3% 

他職種の意見が聞きたいから 11 8.1% 

社会資源情報を知りたいから 9 6.7% 

連携の仕方を知りたいから 7 5.2% 

その他 4 3.0% 

計 135  
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・ 地域リハビリテーションについて学べたので業務に生かしたい。 

・ サービス担当者会議プラン作成時に役立てていきたい。 

・ スタッフ教育の際に、地域リハにかかれるマインドを伝えることができると思った。 

・ 地域との関わり方、自分自身の役割を知る事ができた。 

・ 自分の仕事、身近な視野だけでなく広く自由な発想でできる事を考えたいと思った。 

・ 以前、リハビリは歩行などの回復を目的としていたが、最近はいろいろな状態の方が利用

されるため、その人らしい事ができるように PT・介護職が協力してアプローチしていけると

思ったため職場でも活かしていきたい。 

・ 退院支援を考える際に、ご本人、家族の力、在宅の力を信じること、地域のサービスをし

っかり活用できるような情報提供や CM さんとの関わりを拡大したいと思いました。 

・ 地域包括ケアシステムとは、地域のプロデュース・ボランティア活動等が重要だと学んだ。 

・ あらためて地域リハの理念を学び、ケアプラン、マネジメントを見直していきたいと思った。

専門職としてチームであたたかい地域、できることをやっていきたいと思った。 

・ 生活目標を改めて利用者と話し、リハビリの原動力にしたいと考える。住み慣れたところで

生活していくことの大切さを学んだ。 

・ 地域リハの基本的な考え方～具体的活動を整理頂き、今一度、その方向性/役割を確

認する事が出来た。 

 

 〈基調講演について〉 

・ 斉藤先生のマインドに溢れるお話に大変勇気づけられた。 

・ 他市での取り組み、実践を学べた。 

・ モリー先生の話、川越市での取り組みが大変参考になった。 

・ 施設勤務ですが、介護職員が時間を掛けずリハビリ（端座位）ができると学んだ。 

・ 斉藤先生の話を聞いて、視点が少し広がった感じがした。 

 

〈シンポジウムについて〉 

・ 退院支援を考える際に、ご本人、家族の力、在宅の力を信じること、地域のサービスをし

っかり活用できるような情報提供や CM さんとの関わりを拡大したいと思った。 

・ 北九州市の地域リハの歴史的背景もよくわかり、行政のあり方も理解できた。 

・ 利用者やケアマネジャーとの情報共有に活用できると感じた。 

・ 北九州市のリハビリテーションへの取り組み方、熱意が分かり勉強になった。 

・ 特に斉藤先生のシンポジウムのまとめで話された送迎車の話は、業務の姿勢について考

え方を変えてくださったように思う。 

 

 

問７ 今後も地域リハビリテーションケース会議に参加したいと思いますか？ 

（未記入：２名） 

参加希望 人数(人) 割合 

参加したい  53 94.6% 

わからない 3 5.4% 

計 56  
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問８ 今後、取り上げてほしい事例や研修会へのご意見など（自由記載) 

・ 高齢者以外の事例 

・ 先進的な取り組みをしている市町村の紹介 

・ 若いスタッフが参加しやすい内容 

・ 退院後、予後予測を越えて回復・社会復帰した事例等（在宅チームの取り組み、インフォー

マルサービス等） 

・ 実際のリハビリ実施に関する症例発表 

・ 小児リハ 

・ 地域リハの視点から重要な市内 NPO との連携の事例や活動（例、認定 NPO ほうぼくの希望

のまちプロジェクト） 

・ 高齢者の自立を継続するための栄養を考えたお手軽料理とレシピ 

・ 今回の研修で、障害や高齢の方がどうやって地域と繋がっていくかを学ぶことができ、とても

勉強になった。しかし、時間の関係もあり具体的な内容をもっと聞きたかった。具体的には、

仕事が困難になってしまった方は、どうやって地域に関係をつくり、存在価値観に繋がるの

か。a 型作業所や b 型作業所など仕事に関する情報の勉強もしたいと感じた。 
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〔お知らせ〕 

 

リハビリテーション連絡協議会に関する情報提供は、 

 

北九州市地域リハビリテーション推進課のホームページで行なっています。 

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/ho-huku/18301042.html 

 

          

 

見てね！ 

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/ho-huku/18301042.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔お問い合わせ〕 

  北九州市保健福祉局 地域リハビリテーション推進課 

   〒802-8560  北九州市小倉北区馬借一丁目７－１ 

          総合保健福祉センター（アシスト21）３階 

   （電 話） 093-522-8724   （FAX） 093-522-8772 


